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銀
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株
式
の
分
故
牝
が
行
わ
れ
る
に
つ
れ
て
、
大
合
駐
の
株
主
は
ま
ア
ま
ナ
経
営
か
ら
分
殺
す
る
と
と
と
な
る
。
そ
と
で
令
枇
経
営
の
法
律

上
の
責
任
は
株
主
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
取
締
役
を
も
っ
て
椛
成
す
る
取
締
役
ん
げ
に
委
任
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
て
い
る
。
取
締
役
合
は
法

律
的
に
は
株
主
の
委
任
を
う
け
、
経
営
上
の
政
い
組
出
の
監
評
、
す
な
わ
ち
主
要
な
経
営
執
行
荷
。
u
向。

2片
山

25(ま
た
は
少
な
く
と
も
故

高
経
営
執
行
者
。
臣
民

2
0
2尽
40)
の
選
任
、

一
般
方
針
の
確
立
、
成
範
似
な
政
策
の
樹
立
、
業
務
上
財
務
上
心
活
動
の
成
長
の
評
限
、

利
潤
の
分
配
等
を
行
う
。

し
た
が
っ
て
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
株
主
心
権
利
に
よ
っ
て
令
枇
に
委
任
さ
れ
た
樺
恨
の
範
似
内
で
、
取
締
役
品
川
け
は
合
枇
の
運
命
を
左

右
ナ
る
最
高
の
地
位
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
取
締
役
ん
げ
に
は
と
の
よ
う
た
法
律
上
心
経
営
支
任
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
買
際
上
か
か
る
支

任
は
極
め
て
不
徹
底
で
あ
る
の
が
笠
間
の
よ
う
で
あ
る
ο

そ
と
で
、

の
問
題
に
関
し
て

な
も
し
く
は
制
限
さ
れ
た
樺
艇
を
委

経
済
m
学
研
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ア
メ
リ
カ
に
h

引
け
る
株
式
会
批
仰

nE 
問

〔

1
ゾ

任
す
る
委
員
合
乞
設
け
る
と
と
が
、
主
要
な
ん
い
い
祉
の
取
締
役
ん
引
け
で
は
一
般
的
で
あ
る
。

多
く
〉
三

7
土
¥

J

L

一
一
古
い
又
ム
?
之
、

多
く
じ
ν
ブ
ヂ
↓
一
市
V
耳
恥

MFi--
少
な
く
と
も
一
つ
も
し
く
は
二
つ
以
上
の
常
任
委
員
合
乞
有
ナ
。
委
員
合
に
は
通
常
二
つ
の
型
が
あ

一
つ
は
ん
叩
け
枇
活
動
心
全
般
ま
た
は
院
範
判
に
わ
た
る
川
町
杯
争
一
委
拒
さ
れ
る
経
世
執
行
委
員
ん

MHOM2ロ片
山

2
8
B
2言
2
と
、
主
と
し

る。て
財
務
問
題
に
闘
す
る
決
定
。
医
科
友
と
ゐ
し
て
一
五
百J
上九
W
H

枇
の
全
般
に
ゐ
よ
ぼ
し
う
る
財
務
委
員
合
同
日
出
向
吉
正

8
5
5宮
2

と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
財
務
委
員
合
の
な
か
に
は
、
一
宮
中
宜
上
経
殻
執
行
委
員
ん
引
け
の
主
務
乞
も
行
い
、
財
務
問
題
。
み
な
ら
や
非
財
務
問

題
を
も
取
扱
う
も
の
も
あ
る
。
と
の
ほ
か
、
よ
り
抜
い
職
能
を
委
任
さ
れ
る
委
員
ん
れ
も
あ
る
が
、
経
営
執
行
委
員
合
と
F

財
務
委
品
ん
い
け
は
、

ハ
ヨ
ゾ

他
の
委
員
ん
げ
に
比
し
は
る
か
に
草
川
賞
な
牧
割
注
演
や
る
。
一
泊
常
の

に
よ
れ
ば
、
経
器
執
行
委
白
人
引
け
は
取
締
役
人
代
の
ん
付
期
以
外
心
と
を

に
沿
け
る
、
入
山
口
一
肌
心
あ
ら
ゆ
る
問
題
(
若
干
の
例
外
あ
り
)
乞
持
却
す
る
模
以
を
興
え
ら
れ
る
。
人
げ
枇
の
主
務

ω
一
般
的
監
科
-
Z
取
締
役

合
に
か
わ
っ
て
行
う
権
限
b

丸
山
付
す
る
こ
と
は
、
桂
一
切
執
行
委
員
合
心
水
質
的
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
財
務
委
員
合
が
併
存
す
る

(
n
B
》

と
き
に
は
、
後
者
に
財
務
一
ふ
現
に
つ
い
て
の
模
限
が
興
え
ら
れ
る
。

- 24ー

一
般
の
ほ
例
で
は
、
経
世
執
行
委
け
れ
ん
引
か
財
務
委
H
M
台
、
以
い
や
れ
か
の
一
方
の
み
を
有
し
、
雨
者
を
右
ず
る
も
の
は
少
な
い
。
ま
た
、

経
営
執
行
委
員
ん
げ
は
財
務
委
員
合
よ
り
数
に
h

引
い
て
は
多
い
が
、
な
か
に
は
財
務
委
品
合
の
み
の
も
の
も
る
る
(
例
え
ば
、
ク
ラ
イ
ス
ラ

1
自
動
車
合
枇
と
U
・
s-
ス
チ
ー
ル
ん
い
け
枇
)
。
委
日
ん
い
け
が
一
つ
の
命
日
枇
で
は
、
そ
の
名
稿
に
聞
係
な
く
、
油
私
財
務
事
項
の
段
付
い
に
特
に
主

(
4〉

黙
が
公
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
Q

t

伝
制
的
な
経
営
執
行
委
員
合
な
い
し
財
務
委
員
合
は
、
頻
繁
な
合
合
右
側
く
と
と
に
よ
っ
て
、
取
締
役
合

に
か
わ
っ
て
若
干
の
比
較
的
重
要
な
決
定
。
汝
認
会
的
よ
び
そ
の
形
成
の
援
助
〉
乞
な
す
。
ま
た
、
定
例
取
締
役
令
議
に
提
出
さ
れ
る
勤

ハ
5
)

ヰ
口
案
に
闘
し
取
締
役
〈
刊
の
鴻
過
器
と
し
て
の
作
用
往
来
ナ
。

経
皆
執
行
委
H
U
命
け
な
い

L
財
務
委
日
へ
い
け
の
権
限
ほ
と
心
よ
う
に
大
で
は
あ
る
が
、
蹴
し
て
こ
れ
ら
委
口
令
が
、

(

り

)

例
は
僅
少
の
よ
う
で
あ
る
。
「
強
度
の
支
配
を
都
っ
た
も
の
も
…
一
、
一
一
一
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
自
動
的
に
経
持
者
居
心
勤
去
を
受
入
れ
る



。
廿
也
氏
出
向
件
。
ロ
w
切戸出一口出師団

(
q
m胆
口
一
回
目
色
。
口
出
出
品
開
4

日出回
H
M
g
u
w
}
W
4
∞
・
七
一
一
凶

九
五
図
産
業
協
議
食

Z
B片山
C
白
血
M
H
H
M
P
H
a
江
田
目
。
。
民

2・2同
8
切
。
担
一
氏
の
持
資
で
は
、
四
九

七
の
犬
小
倉
枇
中
一
一
八
六
社
が
、
取
締
役
舎
に
タ
な
く
と
も
一
つ
以
上
の
委
員
会
を
有
ず

る
こ
と
を
後
見
し
た
。
こ
の
数
字
は
、
必
ず
し
も
大
合
枇
の
み
で
は
な
い
の
で
典
羽
的
と

は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
犬
体
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
経

後
執
行
委
員
合
が
最
も
多
く
、
財
務
委
員
舎
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
主
た
、
ホ
ー
ル
ヂ

ン
ら
の
調
査
で
も
、
一
一
二
の
大
産
業
合
一
紋
中
η

宮
が
総
経
執
行
委
員
舎
を
お
い
た
が
、
財
務

委
口
日
誌
口
は
1
4
4

以
下
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
(
出
。
5
0
H
M
w

ヨ田町
MW

∞gロ
Y
4
C
M
M

嵐田岡阿国
mH
守

HHHO
口付。時間川忠岡山訪問品いん
O
口
出
出
品
。
。
口
一
E
1
0
H
W
}
百
三
唱
同
)
七

M
M
a
i
M
M吋
)

coagw
∞g
z
g田
中
宮
口
一
回
即
位
。
口
一
口
付
吉
小
田
河
内
由
。
。
与

ogtoロ
-
一
沼
会
-
H
}

・
エ
0
・

C
O
H
1品
。
阿
ゲ
目
立
品
温
匂
エ
一
-

h
y
数
の
相
場
合
に
他
の
名
一
仰
が
用
い
ら
れ
る
。
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
1
9
1
ズ
合
枇
で
は
政
策
会
員
合
同
ν
C
H
r司

社
で
は
財
務
委
員
舎
と
銭
道
委
員
命
日
開
。
誌
の
申

B
E
R
g申
(
非
財
務
事
項
を
捻
滋
)
が
設
け
ら
れ
た
。

委
員
合
が
拒
否
せ
る
事
項
は
取
締
役
舎
に
提
出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
り
、
委
員
舎
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
決
定
は
泌
常
取
締
役
舎
の
自
動
的
水
訟
を
う

け
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
経
管
執
行
委
員
舎
は
取
締
役
舎
の
金
泳
認
職
能
宏
俗
取
し
う
る

G
(
C
C
E
o
p
志一

P
M
V
エ
C
)

タ
一
般
の
合
祉
何
一
経
後
の
殺
一
日
向
首
脳
品
告
は
、
社
長
な
い
し
取
締
役
命
日
日
記
よ
り
む
し
ろ
取
締
役
舎
の
常
任
委
員
舎
の
委
員
長
た
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
一
九

0
7
j
O
一一一年の

U
・

s-ス
チ
ー
ル
令
批
の
ゲ
イ
リ
ー
が
そ
う
で
あ
り
、
主
た
阿
部
の
銭
道
(
例
え
ば
、
一
九
一
一
一
九
年
の
ノ

l

ス
・
ア
メ
リ

カ
ン
合
一
位
)
で
は
、
最
高
山
肥
後
執
行
者
は
一
時
的
一
後
執
行
委
及
長
で
あ
っ
た
。
(
。
。

a
o
p
v日仏
w
M
)阿

ysi吋{
)

の。

a
oロ・山ぴ日仏
w
H
】
エ
ド

か
、
限
ら
れ
た
範
出
の
決
定
に
つ
い
て
の
み

(
7
J
V
 

自
主
的
承
認
権
争
一
行
使
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」

一
般
的
に
い
っ
て
、

れ
ら
委
員
ん
刊
は
が
枝
川
倒
的
指
導
に
参
加
す
る
程
度
ば

取
締
役
ん
叩
け
よ
り
は
大
で
あ
る
が

最
高
経
営
執
行
者
に
は
比
百
工
え
な
い
。

(2.) (1) (4) (3) 

委員合名

主主管執行

日本 手:1f

俸 給

|信託

i t主凡手IJ法!分詞~，年金

監査

その{也

官

ι帯

計

Gordon， Business Leadership in 
the Large Corporation， p. 138. 

25一

メ与、

"' 

。。

g
g
w
g
o、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
一
一
ア
絞
道
合

(5) (6) (7) 

総
務
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に
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け
る
株
式
含
枇
間

!日目の犬舎註!この取締役舎に占める役員の割合(I93ラ王子)
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I
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q
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t
i
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35.9 21.4 32.7 43.1 

fjfi 
同

Gordon， ibid.， p. 119. 

35 CD犬食祉の取締役舎の構成 (1935年)

Gordon， ibid.， pp. 122-123より.
;m役員，顧客，タi、部法律顧問，地方笈:農家，地方資本家，その他名整，交際
関係，または類似の理由にもとづき滋i壬されたものをふ〈む。

取
締
役
合
の
秘
々
の
職
能
の
う
ち

最
も
重
要

な
も
の
と
目
さ
れ
る
の
は
、
故
高
経
営
執
行
者

(
取
締
役
ん
校
長
ゐ
よ
び
壮
一
一
い
さ
の
選
任
で
あ
る
。

「
合
枇
の
試
立
佐
認
可
せ
る
法
律
は
、
ん
W
H

祉
が
取

締
役
人
げ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
取
締
役
合
は
業
務

で f壬
あず
るる
。と

なと
ぜな
な規
ら定
ナm 一

事aる3員三
皆しもの

幸九 主主
行こ皆
者の執
の職 1'1
選能殺
f壬は艮
と霊を
政裂選

を
指
抑
す
る
た
め

策
の
舟
成
と
は
分
離
し
え
な
い
性
質
の
も
の
で
あ

い
か
な
る
も
の
が
経
皆
執
行
者
な
か
ん
や
く

26 

り最
高
経
営
執
行
者
と
な
る
か
に
し
た
が
っ
て

そ

れ
以
後
の
合
祉
の
進
む
べ
き
方
向
が
決
定
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
法
律
上
訟
も
謀
関
さ
れ
て
い
る
機

開
た
る
取
締
役
合
を
構
成
す
る
取
締
役
の
選
任
に

あ
た
っ
て
も
、
通
常
委
任
航
機
構
を
掌
握
し
て
い

る
も
の
は
経
営
者
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
経
智
者

特
に
故
高
経
器
執
行
考
は
、
逆
に
自
ら
を
選
任
す

※ 

る
取
締
役
合
よ
り
訪
中
要
た
存
在
と
た
る
。



取
持
役
hwn
が
ど
心
程
度
、
有
給
役
員
た
る
耗
皆
執
行
者
か
ら
椛
成
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
ゴ
ー
ド
ン
の
一
九
一
一
一
五
年
に
ち
ザ
け
る
、

一
五
五
の
大
合
枇
の
調
官
れ
は
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。

と
れ
ら
の
去
に
よ
っ
て
、
取
締
役
合
の
な
か
に
占
め
る
役
員
の
比
重
が
大
な
る
と
と
を
知
る
ご
と
が
で
き
る
。
と
の
と
と
か
ら
「
経
営

執
行
者
が
取
締
役
合
で
優
勢
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
取
締
役
令
は
経
替
執
行
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
潟
立
し
た
、
ま
た
そ
れ
に
伎
越
せ
る
機
闘
で

は
な
口
」
な
り
、
し
た
が
っ
て
日
単
な
る
取
締
役
よ
り
も
経
営
執
行
者
心
方
が
、
大
ん
い
け
祉
に
沿
い
て
は
多
く
心
指
導
職
能
を
県
村
ぐ
と
と

と
も
な
る
の
で
あ
る
。

(10) (9) (8) 

。
。
可
申
山
田
口
島
田
口
品
叶

ot司
戸

時

V
O
切
。
即
時
品
。
同
ロ
可
申
込
。

gmHお
品
切
M
M
閉
山
古
白
血
血
沼
田
口
開
ぬ
∞

B
申出品い

W
3品、コ
H
V
a
M
P

。
。
可
島
O
H
M
W

同
日

}
r
M
W

日

ω
・
{
N
0
・

日
日
)
山
《

H
W
M
M
-

一日∞-

取
締
役
合
は
ま
た
、

HAK
高
経
皆
執
行
者
の
報
酬
を
決
定
す
る
建
前
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
の
決
定
は
取
締
役
会
体
と
し
て
な
す

場
合
も
あ
る
が
、
経
皆
執
行
委
員
合
な
い
し
財
務
委
員
合
が
な
す
場
合
も
b
り
、
ま
た
特
別
の
俸
給
委
員
ん
げ
が
な
す
場
合
も
あ
る
。
そ
の

他
の
幹
部
経
営
執
行
者
の
俸
給
必
よ
び
ボ
ー
ナ
ス
・
0

フ
ラ
ン
に
も
と
づ
く
ボ
ー
ナ
ス
夜
定
に
つ
い
て
も
、
取
締
役
合
の
承
認
は
必
妥
で
あ

〈口一)

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
提
案
も
題
常
批
尚
経
皆
執
行
者
な
い
し
向
級
役
員
の
委
員
命
け
が
行
う
。

配
営
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
手
絞
で
は
な
い
が
、
取
締
役
人
げ
が
提
案
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
最
高
経
営
執
行
者
が
配
営

危
示
唆
し
、
ま
た
経
管
執
行
委
員
合
な
い
し
財
務
委
員
ん
げ
が
提
案
す
る
場
合
も
あ
る
。
い
や
れ
に
し
て
も
、
取
締
役
令
の
承
認
を
要
す
る

が
、
と
の
承
認
は
著
し
く
名
目
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
ザ

と
の
ほ
か
、
「
院
範
同
た
非
財
務
問
題
i
債
格
、
資
賀
、
生
産
技
術
、
新
製
品
、
持
働
部
門
で
は
、
研
究
し
た
い
や
れ
の
大
作
枇
で
も
、

と
れ
は
、
売
業
、
公
銃
事
業
、

M
M
道
の
政
策
に
つ
い
て
も
、

4
同い

提
案
が
取
締
役
合
か
ら
生
じ
た
と
い
う
形
跡
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

終
蹴
倒
的
常
研
究

-，. 
ノ、
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ア
メ
ワ
カ
に
お
け
る
株
式
合
祉
制

1f1a 
伺

範
同
の
政
策
u

h

出
よ
び
特
定
問
題
の
決
定
に
闘
す
る
提
案
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
」

A

一Hゾ

く
む
主
要
な
財
務
事
項
に
つ
い
て
ず
ら
そ
う
な
っ
て
い
る
c

」

印
税
に
「
投
資
政
策
沿
よ
び
強
張
政
策
そ
ふ

取
締
役
人
W
H

の
示
認
職
能
は
、
提
案
職
能
よ
り
主
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
↓
取
認
職
能
に
つ
い
て
す
ら
、
大
合
祉
の
多
く
の
取
締
役
合
は
ほ

と
ん
ど
治
鋭
的
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
場
合
、
れ
以
帥
貯
水
認
職
能
は
、
い
以
高
経
詩
執
行
者
と
そ
の
部
下
の
高
絞
殺

H
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は

ゐ
そ
ら
く
経
営
執
行
委
品
令
な
い
し
財
務
委
れ
ん
い
け
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
故
尚
経
営
執
行
者
と
そ
の
非
公
式
な
助
言
者
た
る
二
、
三

戸
川
J
V

の
影
響
力
あ
る
取
締
役
の
協
同
に
よ
る
か
し
て
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。

「
研
究
し
た
多
く
の
合
枇
に
必
い
て
、
利
用
し
う
る
説
明
は
、

(

M

M

 

取
締
役
合
に
よ
る
経
智
者
提
案
の
汝
誌
が
著
し
く
形
式
的
た
る
と
と
そ
強
く
示
唆
す
る
。
」
取
締
役
ん
げ
の
行
う
毘
の
示
認
職
能
は
、
財
務

上
の
決
定
(
特
に
大
な
る
資
本
支
出
、
新
設
器
禁
行
、
配
山
口
同
宣
言
の
ご
と
き
問
題
)
に
間
附
し
て
い
以
も
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
多
く
の

場
合
と
れ
ら
の
問
題
の
永
認
で
さ
え
、
取
締
役
ん
げ
は
自
主
的
な
決
定
を
し
な
い
よ
う
な
あ
る
。

「
取
締
役
人
刊
が
が
い
鋭
的
永
認
職
能
佐
川
ポ
し

(

吋

)

て
い
る
と
吋
附
言
し
え
た
も
の
は
、
例
設
を
う
る
と
と
の
で
き
た
会
合
枇
の
約
五
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
」

一
般
的
に
い
っ
て
、
多
く

ω大
合
枇
の
取
締
役
合
は
、
日
記
伴
、
教
科
書
沿
よ
び
宜
務
家
必
携
帯
に
詑
べ
ら
れ
て
い
る
と
と
る
に
反
し

て
、
形
式
的
な
機
関
と
な
り
、
指
導
職
能
に
市
め
る
役
割
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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経
営
者
に
よ
る
能
川
げ
の
指
埠
職
能
は
、
一
一
一
つ
の
緋
成
要
素
す
な
わ
ち
蛇
築
宮
ま
え
芯
口
、
承
認
何
回
℃
℃

5g-hゅ
よ
び
調
整

8
2
a
g位。ロ

か
ら
な
る
。
と
れ
ら
の
姿
素
中
、
円
以
後
の
調
務
職
能
は
、
日
以
南
粧
器
執
行
者
以
下
の
役
員
に
委
任
さ
れ
え
な
い
唯
一

ωも
の
で
あ
る
つ
し

組
織
が
複
雑
と
な
る
に
つ
れ
、

か
し
な
が
ら
、
他
の
二
つ
の
姿
素
は
税
度
の
売
と
そ
あ
れ
、
下
級
役
員
に
委
任
さ
れ
分
化
さ
れ
る
0

・
企
業

ω規
校
が
巨
大
と
な
り
、
ん
叩
け
枇

そ
の
樫
限
と
支
犯
は
、
ま
す
ま
す
故
古
川
粧
皆
執
行
者
以
下
の
部
門
能
皆
者
に
委
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

と
は
、
不
可
詩
的
現
象
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
れ
ら
の
職
能
の
分
化
が
い
か
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
、

A
W
U

枇
の
決
定
な
業
務
上
の
決
定
と
非
業
務
上
心
決
定
と
に
分
け

て
観
察
し
、
最
後
に
委
任
さ
れ
え
な
い
唯
一
の
牒
能
た
る
調
整
職
能
に
つ
い
て
見
る
と
と
と
す
る
。
な
九
曲
、
業
務
上
の
決
定
と
は
慌
校
、

生
産
量
、
臨
入
、
販
資
、
間
一
台
等
に
山
附
す
る
一
号
項
を
ふ
く
み
、
非
業
務
上
の
決
定
と
は
民
組
問
な
財
務
問
題
、

M
M
務
政
荒
等
乞
ふ
く
む
。

1
i
 

そ
と
で
、
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業
務
上
の
決
定

仮
格
日
多
く
の
合
註
で
は
、
壮
一
口
問
経
皆
執
行
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
若
干
の
債
格
決
定
に
責
任
を
右
し
た
。
し
か
し
、
必
や
し
も
提

案
者
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
承
認
者
た
る
と
と
が
多
い
。
一
般
に
、
最
高
経
管
執
行
者
の
示
認
は
、
政
策
上
京
市
立
な
慣
祐
一
挺

克
に
さ
い
し
て
必
要
で
あ
っ
た
。
援
秀
な
石
油
ん
M
M

枇
で
は
、
故
高
植
民
者
の
陣
立
し
た
若
干
の
践
い
政
策
の
範
判
内
で
、
地
方
の
経
営
者

に
競
争
に
直
面
せ
る
さ
い
の
債
格
娃
民
を
認
め
た
。
悶
松
に
、
主
総
良
好
な
ス
チ
ー
ル
合
枇
で
は
、
販
百
副
部
長
が
債
格
決
定
を
な
す
慣

わ
し
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
主
要
事
項
に
つ
い
て
は
す
べ
て
枇
長
に
民
し
た
。
多
く
の
合
枇
で
は
、
制
々
の
製
品
促
絡
の
設
定
な
ら
び
に

と
の
交
渉
に
あ
た
り
、
京
姿
な
ぜ
垣
市
凶
経
皆
拾
常
心
強
力
な
委
員
令
に
出
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
部
下
の
自
由
裁
量
が
か
な
り
許
さ

(一24

項
で
も
、
円
以
高
経
皆
執
行
者
の
故
経
承
認
は
、
一
事
官
一
上
部
下
と
の
協
議
の
所
在
で
あ
る
と
と
が
多
い
。

れ
て
い
る
。
ま
た
、

先立

制
問
済
同
学
研
究



ア
メ
り
カ
に
お
け
る
株
式
会
社
出

5混
同

的
に
い
っ
て
、
主
要
な
慣
絡
吃
史
(
な
い
し
立
定
)
の
花
案
中
芝
、

E
K
高
経
営
執
行
者
が
行
う
こ
と
は
少
な
く
、
決
認
す
ら
副
社
長
i
新
鋭

的
な
取
締
役
人
口
長
の
い
る
ん
げ
枇
で
は
社
長
i
よ
り
上
級
に
は
い
か
な
い
場
合
の
方
が
多
い
。
と
の
と
と
は
、
多
く
の
大
ん
M
H

枇
友
特
徴
や
け

(
句
、

J
)

て
い
る
製
品
の
多
絞
化
に
と
も
な
い
、
避
け
え
な
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
量
日
生
産
量
は
そ
れ
滴
自
に
決
定
し
え
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
長
期
計
設
は
最
高
模
限
者
の
示
認
乞
要
す
る
が
、
短
期
の
も
の

は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
事
務
的
経
営
管
烈
の
一
部
と
し
て
、
部
下
役
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
生
産
計
書
一
は
決
し
て
一
人
口

所
産
で
は
な
く
、
各
怒
り
楳
限
水
準
ゐ
よ
び
経
営
心
各
部
誌
の
役
川
口
と
委
員
合
と
の
協
同
の
産
物
で
あ
る
。
山
恥
格
永
認
は
ハ
恥
い
向
経
倍
執
行

者
が
行
う
も
、
ま
れ
に
は
取
締
役
合
の
常
任
委
日
ん
刊
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
一

m
m
o場
合
の
示
認
は
故
高
経
管
執

行
者
ま
で
は
い
か
な
い
。
た
だ
、
一
肌
期
の
も
の
で
も
重
要
な
娃
史
に
つ
い
て
は
、
と
き
と
し
て
故
高
経
伝
執
行
者
に
よ
っ
て
抗
案
さ
れ
ろ
と

(
4
J
V
 

と
が
あ
る
。

出
丸
買
問
題
日
多
く
の
ん
M
H

杭
は
そ
の
決
定
を
下
部
組
織
に
委
任
す
る
。
委
任
は
示
認
と
提
案
に
つ
い
て
た
さ
れ
る
。
主
要
な
頁
史
上
の
決

定
の
h
M
格
承
認
で
も
、
販
読
ま
た
は
践
告
拾
営
副
部
長
、
さ
ら
に
そ
れ
以
下
の
棟
以
水
準
の
も
の
、
た
よ
び
部
門
経
営
者
の
委
員
合
に
よ

る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
販
安
政
策
左
京
硯
し
、
か
な
り
多
く
の
提
案
を
故
高
松
告
者
白
か
ら
が
行
う
場
合
も
あ
る
。
と
れ
は
、
間
容

が
限
ら
れ
て
い
た
り
、
個
々
の
注
文
が
柏
常
重
要
伝
を
も
っ
傾
同
に
あ
る
余
主
に
多
い
。
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間
非
業
務
上
心
決
定

非
主
務

LLb決
定
は
、
主
務
上
心
決
定
に
比
し
、
植
民
台
突
任
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
c

と
れ
は
、
拾
案

)

q

トグ

L
こ
コ
ー
ご

V
L
v

、f
Hい
〈

る
。
権
限
心
委
任
一
け
以
も
少
な
い
心

民
、
罰
金

ω
調
誌
、
再
投
資
政
策
等
に
開
削
す
る
決
定
が
ふ
く
ま
れ
る
。

し;)

¥
」
円
ぷ
人
寸

r
c
u
b
ヴ

(
d
o

バ
ν
7
一工ノ
i
ヤ

ア

ら

;

と
の
な
か
に
ほ

勺
/
ゆ
い
ハ
舟
h
U

U
一
7
1
H

しつ

と
の
と
と
は
、
財
務
問
題
が
合
枇
の
あ
ら
ゆ
る
他
心
訪
問
題
よ
り

北
草
が
大
な
る
と
と
を
一
不
ナ
も
心
で

あ
ら
ゆ
る
順
調
な
令
枇
で
も
と
の
勃
で
は
例
外
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
合
枇
に
沿
い
て
故
大

の
権
問
山
乞
布
ず
る
も
の
は
、
他
心
業
務
よ
り
も
財
務
商
に
一
尉
関
心
を
拙
う
よ
う
で
あ
る

も
ち
ろ
ん
、
八
略
的
経
皆
執
行
者
は
財
務
問
題

に
の
み
専
念
ず
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
故
ぃ
日
間
経
営
執
行
者
心
市
一
回
心
多
く
は
財
務
的
色
彩
が
濃
い
。

多
く
の
令
枇
で
は
、
他
の
ん
川
け
枇
心
主
要
な
民
牧
必
よ
び
内
部
拡
張
に
闘
す
る
汝
認
は
、
少
な
く
と
も
壮
尚
経
営
執
行
似
合
に
よ
っ
て
な
さ

れ
る
。
内
部
出
張
心
さ
い
の
通
常
心
手
続
は
、
経
営
執
行
者
が
技
術
部
門
の
幹
部
、
財
務
拡
蛍
副
枇
長
な
い
し
続
出
部
長
件

5
2己
日
と

協
同
し
て
立
案
し
、
し
か
る

ωち
壮
一
的
経
世
執
行
者
心
示
誌
を
う
け
る
。
此
総
承
認
は
故
高
松
皆
執
行
者
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合

の
ほ
か
、
公
式
の
委
日
一
令
ま
た
は
此
尚
経
世
執
行
者
と
…
一
、
一
一
一
心
幹
部
枚
目
と
の
非
公
式
の
討
議
に
よ
っ
て
た
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
通

-31-

常
可
多
州
制
。
経
山
げ
八
は
取
締
役
人
山
け
に
よ
っ
て

さ
れ
る
が
、

多
く
の
場
合
取
締
役
会
心
示
認
は
名
目
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
買
収
に
よ
る

外
部
拡
張
問
題
で
は
、
以
ぃ
一
的
経
世
執
行
者
は
し
ば
し
ば
提
案B
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
己
の
討
議
一
心
承
認
者
た
る
と
と
が
多
い
。

〈

7
4

し
た
多
く
の
台
位
で
は
、
枇
rx
ま
た
は
取
締
役
市
川
長
は
、
そ
の
在
任
中
荒
川
女
な
買
収
行
錯
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
己
「
そ
の
大
学
の
場
合

(
ω
円

)

に
、
経
位
執
行
者
心
行
動
は
取
締
役
人
口
の
名
目
的
↓
ぷ
認
を
必
要
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
」
二

f
年
代
の
俄
道
の
集
中
運
動
却

に
沿
い
て
、
他
の
枇
総
の
設
府
知
の
位
仰
げ
は
、
多
く
の
場
合
明
ら
か
に
倣
道
合
枇
心
経
営
執
行
者
に
よ
っ
て
、
提
案
さ
れ
会
主
さ
れ
賀
行
に

円
。
リ

V

移
さ
れ
た
。
と
れ
ら
の
買
収
行
協
の
責
任
は
、
主
と
し
て
岱
該
仔
祉
の
支
配
的
経
管
執
行
者
に
あ
?
た
。

刻
資
金
調
建
計
設
、
新
設
行
設
容
の
給
料
州
の
決
定
、
銀
行
家
と
の
交
渉
。
ご
と
き
純
粋
に
財
務
的
事
項
の
白
川
と
と
も
に
、
鍛
張
計
安
一

「
研
究

M
m
T
し
指
吋
令
子
孫
q
b
b

'
d
l
{
ず
と

γ
N
m

ク
}



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
式
含
枇
仰

!1IE 
同

の
財
務
的
諮
否
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
と
き
に
責
任
心
分
p

拡
が

合
祉
に
一
一
人
の
上
隆
役
員
(
取
締
役
ん
判
長
と
枇
長
)
が
存
在
す
る
と
き
は
、
取
締
役
台
長
は
財
務
政
策
を
拾
常
し
、
枇
長
が
業
務
上
の
決

定
そ
控
設
す
る
ご
と
き
で
あ
る
。
ま
た
、
財
務
政
策
上
山
北
格
責
任
訟
と
る
も
の
が
、
財
務
委
員
長
、
な
い
し
財
務
委
員
合
自
体
で
あ
る
と

と
も
あ
る
。
デ
ュ
ポ
ン
合
枇
の
財
務
委
日
ん
げ
は
か
か
る
役
割
を
果
し
た
。
テ
イ
ラ
ー
の
改
革
後
の

U
・
s-ス
チ
ー
ル
合
枇
で
は
、
業
務
政

の
頂
貼
“
に
沿
い
て
生
や
る
と
と
が
あ
る
。
例
え
ば

策
は
経
持
委
員
人
MHEmFgぬ
σ
5
3仲
8
5
5宮
g
の
梢
位
に
よ
り
枇
長
が
決
定
し
た
が
、
財
務
政
策
の
蚊
絶
永
認
は
故
高
経
皆
崎
町
内
円
同
三
役

(
刊
刊
}

と
財
務
委
員
ん
い
け
自
体
と
で
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

配
合
ゐ
よ
び
再
投
資
政
策
に
つ
い
て
は
、
円
以
高
経
営
執
行
者
が

に
し
て
し
ば
し
ば
支
配
的
な
役
割
乞
演
や
る
。
配
営
に
子
ず
る
勤

告
案
。
作
成
は
、
財
務
拾
世
間
枇
長
か
高
級
経
営
執
行
者
か
ら
た
る
助
一
一
一
一
同
者
グ
ル
ー
プ
か
が
、
ハ
恥
い
け
川
純
皆
執
行
者
を
補
佐
す
る
場
合
も
み
の

る
が
、
部
下
級
品
へ
の
委
任
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
位
向
経
皆
執
行
者
心
勤
青
菜
は
取
柿
役
人
刊
の
承
認
乞
う
け
る
が
、
と
れ
は
も
ち

ろ
ん
名
目
的
た
も
の
で
あ
る
。
「
官
一
際
上
、
大
ん
い
け
枇
の
取
締
役
人
げ
は
、
通
常
教
科
書
が
信
用
す
る
よ
う
に
配
合
政
策
に
杭
制
的
支
配
を
行

わ
な
叫
。
」
「
取
締
役
仇
い
自
体
が
配
仲
間
乞
勧
告
す
る
と
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
む
し
ろ
故
高
警
官
執
行
者
も
し
く
は
取
締
役
命
け
の
常
任
委
け
い
一

台
(
と
の
委
口
一
台
の
に
は
遇
常
故
高
経
営
執
行
者
が
主
要
な
投
割
む
演
し
ず
る
)
が
、
敗
締
役
人
引
に
捻
出
す
る
勧
告
案
に
も
と
づ
い
て

(いい
J

行
動
す
る
。
」
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と
の
ほ
か
捗
働
問
題
で
は
、
提
案
な
ら
び
に
示
認
心
多
く
は
下
部
に
委
任
さ
れ
ろ
。
問
題
の
性
賃
上
、
多
く
の
努
務
上
の
決
定
の
提
案

は
、
人
事
部
門
捨
位
取
締
役
、
業
務
部
門
な
い
し
子
A
M
H

枇
の
ド
い
ち
ま
た
は
さ
ら
に
侭
い
樺
限
水
準
の
も
の
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
労
働
者

に

と

り

主

大

な

聞

係

を

も

っ

問

題

、

例

え

ば

あ

る

特

定

ヱ

、

花

主

封

一

附

祉

計

設

の

樹

立

等

O
H以
内
格
決

定
で
す
ら
、
と
き
に
h
k
u
M
M
経
営
執
行
者
よ
り
は
む
し
ろ
前
記
の
も
の
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
批
ぃ
一
日
刊
絞
皆
執
行
者
の
示
認
を
必

要
と
す
る
と
き
で
も
、
川
引
務
問
題
主
位
接
持
註
し
て
い
る
駄
目

ω立
見
が
必
そ
ら
く
決
定
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
高
経
傍
執
行
者
が

も
し
く
は
子
台
枇
の
賃
銀
心



調

工
場
長
、
販
民
支
侍
者
か
ら
い
品
紋
経
伝
執
行
持
に
い
た
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
所
管
当
項
内
で
、
会
主
の
各
特
殊
部
門
に

関
す
る
調
務
職
能
を
行
う
。
し
か
し
、
大
人
口
枇
に
沿
け
る
ゐ
び
た
だ
し
い
決
定
の
分
化
は
、
前
突
を
招
く
場
合
も
あ
り
う
る
。
そ
と
で
、

下
部
の
認
決
定
を
判
断
し
、
制
札
機
を
調
和
し
、
和
級
生
同
滑
に
運
詩
で
き
る
よ
う
に
、
い
以
絡
調
設

〔
日
/
》

主
姿
な
労
務
上
の
問
題
宮
、
息
長
取
扱
う
傾
向
は
増
大
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(tZ)似)叫(日)(8) (7) (6) 

C
C円
島
O
H
t
附
ず
即
応

w

附
V

U
ケ

即
日
}
山
門
目
白

w

七

日

U
N
‘

日
目
}
町
内
山

u

同

}
-
u
u
・

日
目
)
向
島

E
W
H
V
-
h
v
u

山
ぴ
山
品
。

w

同
)
a
m
w品

目

ぴ

山

《

】

鴻

匂

-
m
u中・

「
あ
る
命
日
紘
一
で
は
、
舵
慌
に
闘
す
る
数
告
は
目
別
務
協
川
市
一
紛
佐
官
却
と
よ
び
取
締
役
の
一
メ
ン
バ
ー
(
ム
主
と
し
て
金
融
業
者
)
の
助
一
一
一
日
の
も
と
に
社
長
が
行

っ
た
。
伎
の
ん
相
批
で
は
、
社
長
、
令
長
お
よ
び
印
刷
令
長
か
ら
な
る
委
員
会
の
幼
白
一
日
に
よ
っ
て
勃
合
し
た
。
第
一
ニ
の
人
口
役
で
は
、
会
長
が
役
員
か
ら
な
る

婆
H

り
J
A
V
の
均
一
一
一
日
に
よ
っ
て
紡
仲
一
目
し
た
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
相
場
合
で
も
、
長
官
阿
終
日
官
執
行
者
が
た
し
た
限
前
提
案
に
到
し
、
笈
際
の
拒
否
権
を
提
案
し
た

り
夜
勤
し
た
り
し
た
取
締
役
合
は
な
か
っ
た
模
践
で
あ
る

J

Qぴ
広
w
H
y
m
u
s
・

近
年
、
最
高
同
日
佼
執
行
者
経
の
創
案
せ
る
好
川
問
問
題
の
提
案
行
潟
の
主
な
る
も
の
に
は
、
サ
北
大
奴
資
ん
い
H

批

g
R
Y出
口
島
町
宮
内

2
5
0
3
の
茂
ク
ロ
ー
ズ

ド
・
シ
ョ
ッ
プ
政
策
、

H

間
決
鍛
犬
手
筋
切
目
的
存

g
f
に
よ
る

C
・
I
・
0
と
の
間
体
交
法
、
一
九
三
六
!
三
七
年
の
後
倣
紛
争
に
お
け
る
製
抑
制
お
よ
び
自

動
車
合
拡
が
到
治
し
た
解
決
係
件
や
が
あ
る
。
(
叫
す
E
w
出}・一
U
U
j
s
e
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(l3] (3) 

Jl正

iき

企
業
の
一
般
方
針
と
目
的
に
慌
し
て
、

職
能
b
L

行
う
も
の
乞
必
要
と
す
る
。

と
り
川
氏
花
土

t
1
J
I
t
i
 
性
質
上
初
純
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
賠
に
沿
い
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
の
職
能
も

ま
た

で
は

以
一
口
同
経
持
執
行
者
が
行
う
場
合
が
は
る
か

取
締
役
人
い
け
が
間
取
す
と
述
、
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
や

1)) 

経
済
門
学
研
究



ア
メ
リ
ソ
カ
に
お
け
る
株
式
会
批
間

fr~)t 
I苛

取
締
役
か
も
し
く
は
取
い
締
役
台
。
委
品
合
の
一
つ
が
、

調
整
的
役
割
を
引
そ
け
る
と
と
も
あ
る
が
、

と
れ
は
比
一
担
的
な
も
J

で

る{土(乙

。なハ多
い5い
1-

し
h
し

ム

M
J
r
r

取
締
役
人
げ
も
し
く
は
ほ
締
役
人
刊
の

ハ
μ
ぃ
口
同
経
営
執
行
者
と
此
絡
調
熱
心
戦
能
守
一
分
吟
ず
る
と
と
は
あ
り
う

多
く
)
に
え
い
3
4
M
L

守
九

1
苫

一ノ

Z
ノ豆、

jυtお
O
L
r
μ
1
v
r
'
T
L
J寸
ノ
f
e
~
J
I
1
t

調
整
問
題
の
組
織
面
に
多
く
の
時
間
を
山
口
ナ
。

と
れ
に
関
す
る
も

οは

しつ
ジと
:IE 

ヘ
自
よ
ぴ
妥
任
に
よ
る
組
織
の
各
水
準
同
心
接
闘
の
阿
南
…
山
む
防
止
す
る
た
め
心
千
政

日
日
出
火
〕
ノ
・
Aいほリへい
J

Lー

や

r
h州
中
ゾ
二
〆
一
J

ノ
£
r

コ
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
川
町
ペ
リ
)

ニ
て
の
白
川
咋
ム
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
組
織
休
釆
す
な
わ
ち
部
下
空
ιμ
任
と
模
以
心
配
世

(

日

〕

を
昨
保
す
る
手
段
の
決
定
佐
行
う
。

<[) 

手iJ
JIj 

¥
j
f
y
q
J
レ
U
、
j
H
f
hいい
4
L
M
却

j
H
P「い
i
f
l
ν
手
牛
じ
β
l
ζ

と
れ
ら
は
委
任
に
と
も
な
っ
て
生
や
る
弊
市
中
山
乞
除
去
す
る
た
め
に
必
嬰
で
あ
る
。

百
に
沿
い
て
、
広
妥
な
役
割
乞
川
市
し
た
公
一
向
経
皆
執
行
有
は
、

ゼ
ネ
ラ
ル
モ

l
グ

l
ズ
の
ア
ル
プ
レ

y

ド
・
ス
ロ
ー
ン

〉
]
間
百
円
山

m
山円。門戸口、

U
・

s-
ス
チ
ー
ル

0
7
f
ロ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
~
認
可
-
円
。
ロ
吋
印
可
MOM-
、

エ
1
ナ
イ
一
ア
ッ
ド
・
フ
ル
ー
ツ
の
ゼ
ム
リ
イ

N
σ
B
5・号、

U
-

- 34-

S
-
ゴ
ム

O
Jア
l
ヴ
ィ
ス
、

モ
ン
ゴ
メ
リ

l
・
ワ
ー
ド
言
。

H
M
Z
0
5
2回、
4
4
V
え
の
エ
イ
、
ヴ
リ
イ
〉
J
G弓
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
-

ア
ン
ド
・
ス
タ
ン
ダ

l
r
・
子
一
一
夕
刊
ノ
イ
〉

g
o氏
。
山
口
河
口

a
p
S門
自
民
∞

S
2門
宮
司
仏
∞
門
戸
山
〕
山
門
戸
3
1
0
η
ソ
ー
ド

戸

M
Jる。

E
V
Y向
・
児

00〈
同
等
を
あ
げ
う

江G伯柱。

。
OM1
品。ロ
w

一σ一円同
w

ぢ一〔)ふ

即日){《凶唱℃日}‘一
(
)
h
v
l
]

…。

一日)一品唱ぢ七一一{〕
l

一一一号

(
1
J
V
 

心
は
一
間
制
度
内
で
は
、

ha
弘
前
経
営
執
行
者
が
も
ち
み
ん
故
高
権
践
者
で
あ
る
。
通
常
そ
れ
は
枇
長
℃
詰
乱
含
己
玄
た
平
取



締
役
令
長
。

Z
W
5
5
0同
F
σ
g
m
E
の
稿
蹴
を
有
ナ
。
ん
川
口
長
を
有
し
な
い
合
位
で
は
、
批
長
が
川
以
南
粧
告
執
行
者
で
あ
る
c

令
長
と

社
長
関
心
分
業
は
ん
W
世
に
よ
っ
て
異
な
る
。
と
き
に
は
、
令
長
は
す
で
に
引
退
し
、
も
は
や
活
動
し
な
い
前
社
長
た
る
と
と
が
あ
る
。
か

か
る
場
合
に
は
、
社
長
が
一
平
宜
上
の
い
以
一
向
経
時
執
行
者
で
あ
り
、
ん
い
け
長
は
比
較
的
治
倒
的
な
役
割
し
か
演
と
な
い
。
後
者
は
な
命
助
一
一
一
一
向
者

と
し
て
役
立
ち
う
る
も
、
積
極
的
な
投
割
は
社
長
が
演
や
る
(
そ
の
例
は
ク
ラ
イ
ス
一
ブ
1
自
動
車
令
枇
と
近
年
の
U
・
s-
ス
チ
ー
ル
命
日
枇
)

C

ま
た
、
社
長
が
令
長
と
な
る
と
き
に
は
部
分
的
に
引
退
す
る
と
と
も
あ
る
。
近
年
多
く
の
場
合
に
、
社
長
が
ん
判
長
と
な
る
と
き
、
若
干
の

(、コ
J
)

義
務
を
解
除
さ
れ
は
し
た
が
、
な
ゐ
ハ
拡
ぃ
的
経
皆
執
行
役
員
の
稿
蹴
は
保
持
し
た
。
そ
の
芭
接
の
目
的
は
新
人
行
長
を
雑
務
か
ら
解
放
し
、
や

が
℃
故
高
樺
限
者
と
な
る
べ
き
新
枇
長
に
相
常
利
純
度
の
権
限
を
移
譲
す
る
と
と
に
あ
っ
た
。
か
か
る
秒
一
見
が
行
わ
れ
た
の
ち
の
数
年
間
、

合
長
は
あ
る
い
は
従
前
の
社
長
合
時
と
同
級
友
百
一
際
の
指
導
役
行
う
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
ゐ
そ
ら
く
徐
々
に
ん
判
長
は
社
長
に
樺
限
を
移

譲
し
、
つ
い
に
は
比
絞
的
治
川
倒
的
な
存
在
と
な
る
。
例
え
ば
、

U
・
s-
ス
チ
ー
ル
で
は
、
初
期
の
令
長
ゲ
ィ
リ
ー
が
一
九
二
七
年
に
死
亡

せ
る
の
ち
、

J
・P
-
モ
ル
ガ
ン
が
一
時
令
長
と
な
っ
た
が
、
一
九
三
二
年
に
は
テ
イ
ラ
ー
が
令
長
と
な
っ
た
。
グ
ィ
リ
l
時
代
は
ワ
ン
マ

ン
原
別
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
テ
イ
ラ
ー
の
改
革
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
支
配
と
な
っ
た
。
同
枇
の
定
款
は
一
九
三
八
年
に

が
、
改
正
さ
れ
た
機
締

ω
も
と
で
は
、
ん
山
川
長
は
も
は
や
特
別
に
い
以
尚
経
営
執
行
枚
目
と
呼
ば
れ
や
、

(
、

3
U

E
吉山田仲話片山。ロ

c出
。
。
円
と
い
う
新
し
い
稲
蹴
乞
興
え
ら
れ
た
。
と
の
ほ
か
、
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争、

2

1
レ

戸

」

d
c
t
d
J
 

士
一
J

淀
川

h
2一
此
ヤ
サ
行
E

…
日
目
出
又

iも

-
m
m
i
f
F
'
R
-
Hド
ド

J
1
A
f
t
-，
の
か
目
。
州
知
広
l

ロ
ボ
ッ
ト
令
長
な
る
も
の
も
あ
る
が

と
と
で
は
偶
れ
な

ぃ
。
ま
た
、

ま
れ
に
は
経
提
の
U

以
内
棋
院
者
が
、
一
肌
U
X
ゃ
ん
げ
長
よ
り
取
締
役
九
げ
の
常
任
委
日
合
(
蛭
川
町
執
行
委
口
一
九
日
U

ま
た
は
財
務
委
日
ん
ね
)

の
委
員
長
た
る
と
と
も
あ
る
。

(1) 

高
級
終
的
羽
執
行
者
燈
に
践
す
る
も
の
の
人
事
は
、
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
最
高
綬
替
執
行
者
の
戦
能
で
あ
り
、
提
案
と
承
認
も
最
高
終
後
執
行
者
に
臨
し
、

取
締
役
舎
の
氷
訟
は
名
目
的
で
あ
る
(
の
o
E
C
P
F
S
J
H
y
g
g・0
ま
た
、
さ
ら
に
取
締
役
の
滋
任
に
さ
い
し
て
も
、
「
研
究
し
た
相
常
多
数
の
合
枇

で
は
、
岡
両
高
日
開
校
執
行
者
は
取
締
役
A
W
の
編
成
に
多
大
の
考
慮
を
州
仰
い
、
税
貿
に
取
締
役
の
慾
伝
に
最
終
水
認
慌
を
行
使
し
た
」
(
手
記
-
M
V
-

一OU
)
O

琉
ニ
好

L
r
T
E

1

羽

vtv
初
予

ノ、



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
式
含
紋
間

tllt 
A! 

(2.) 

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
可
訟
な
の
は
、
株
式
分
悦
化
と
委
任
扶
機
株
吹
川
恨
の
制
作
山
氏
に
依
夜
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
一
九
一
一
一
七
年
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
合
社
の
合
長
と
な
っ
た
ス
ロ
ー
ン
、
シ
ャ

i

ズ
・
口
1

パ
ヴ
夕
食
社

m
g
g
m
o白
ず
ロ
ロ
w
b

。
σ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ッ
ド
、
ワ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
チ
1

ん
合
同
祉
の
ガ
ー
ド
ラ
1

斗・旨・

2zrH・
に
つ
い
て
い
い
う
る
O

(

目
立
与
鴨
志
一
子

Mvas-

日
刊
}
日
仏

w
同

v-
吋

C

(3) し
か
し
な
が
ら
、
稲
蹴
は
ど
う
あ
れ
北
近
に
た
け
る
ア
メ
リ
カ
心
日
大
台
枇
の
公
布
純
日
常
執
行
者
は
、
通
話
も
は
や
自
己
の
令
祉
を
所

有
し
、
新
分
野
を
凶
拓
し
、
新
し
い
事
業
体
を
建
試
せ
る
初
期
心
機
動
的
経
皆
指
導
者

ω型
に
民
し
な
い
。
「
む
し
ろ
か
れ
ら
は
N

経
管
管

理
μ

心
臓
能
を
行
う
ー
ん
い
け
一
紅
白
諸
前
勤
乞
調
整
し
、
部
下
か
ら
く
る
決
定
を
及
川
泌
す
る
が
、
共
第
に
自
ら
提
案
す
る
と
と
の
少
な
く
な
る

(
4
d
 

l
職
業
的
経
皆
執
行
者
」
と
な
っ
た
。
と
れ
ら
の
日
大
合
一
肢
の
多
く
は
、
も
は
や
な
謹
な
強
張
問
仰
い
を
過
ぎ
た
。
そ
の
大
部
分

O
W枇
の
初
代

の
開
拓
者
は
死
亡
せ
る
か
引
退
せ
る
段
階
に
挫
し
、

ト
ピ
、
父
勺
J

セ
S

ハ

上
す
す
白
↑
才
L
V

に
沿
い
て
そ
う
で
あ
る
が
、

ま
た
HM~日
間
経
皆
執
行
青
山
の
ち
の
世
代
に
て
い
る
o

と
れ
は
な
か
ん
や
く
紋
迅

で
す
ら
、
大
部
分
は
余
主
の
倒
立
者
な
い
し
建
立
者
で
な
い
紅
一
的
経
営
執
行
宥
が
主
務
乞

- 36-

控
歯
し
て
沿
り
、

る
と
と
に
あ
る
。
か
れ
ら
は
そ

ハ
5
4

の
合
祉
の
主
要
な
株
主
で
は
な
い
。
と
れ
ら
の
人
々
は
職
業
的
な
い
し
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
経
皆
執
行
者
と
呼
ば
れ
る
。

一
配
備
経
持
者
宮
司

a
E
m
g∞
ぬ

2
の
型
に
よ
る
指
導
に
推
移
せ
る
例
は
多
敢
に
存
在
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
グ

l
合
枇
で
は
、
マ
コ
l
ミ
ッ
ク
富
。

0
5邑
の
}
同
一
族
の

そ
れ
ら
の
も
の
の
仕
事
は
、
新
し
い
事
業
を
築
く
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ

で
の
同
枇
の
秘
説
的
な
経
替
は

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
が
、
一
九
二
一
一
J
丸
山
…
年
ま

(
り
J
}

マ
コ
l
ミ
ッ
ク
一
一
族
以
外
の
一
一
一
人
心
沿
い
的
経
世
執
行
者
が
閥
次
と
れ
を
行
っ
た
。
戦
主
的
経
営
執
行
者

が
指
導
者
で
あ
る
他
。
例
に
ほ
、

た
町
内
総
の
と
と
は
パ
ッ
カ
ー
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
1
、
ゼ
、
不
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
、

シ
ャ

l
ズ
・
口

l
パ
ッ
ク

グ
ヅ
ド
イ
ヤ
l

U
・
s-ゴ
ム

グ
ッ
ド
ワ
ッ
ヂ
の
各
合
祉
が
あ
り

ま

U
・
s
・
ス
チ
ー
ル
、
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
、
一
ア
キ

サ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
l
シ
ョ
ン
、

タ
イ
ド
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ア
ソ
シ
エ
イ
テ
ソ
ト
石
油
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
等
の
詩
人
問
一
院
に
つ
い
て
も
い



い
w
つ
勺
心

と
き
と
し
て
、

改
組
ま
た
は
支
配
。
た
め
の
闘
争
が
、
創
設
者
か
ら
職
業
的
経
営
執
行
者
へ
の
推
移
を
促
進
す
る
。

グ
y

ト
イ
ア
1
・
タ
イ
ヤ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ム
合
一
肢
の
フ
ラ
ン
ク
・
ゼ
イ
パ
ワ
ン
グ

一
九
二

O
年
の
財

ほ』
ι巳
位
決
ム
4

1
1
1
l
 

で門川
M
M回
目
内

ωσ
お

)σ
門
山
口
ぬ

ゐ
よ
ぴ
ゼ
ネ
ラ

前
者
で
は
暫
定
的
銀
行
管
理
の
の
ち
、

練
を
う
け
た
職
業
的
経
詩
執
行
者
に
念
速
に
移
行
し
た
。
ゼ
、
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
で
は
、
制
業
者
、
プ
口
モ
ー
タ
ー
た
る
J

ア
ュ
ラ
ン
ト

の
指
導
擦
は
、
デ
ェ
ボ
ン
の
職
業
的
経
世
執
行
者
た
る
ス
口

l
ン
に
引
拙
憎
が
れ
た
。

鍛
惑
で
は
職
業
的
故
高
経
世
執
行
者
は
一
般
的
活
別
で
あ
る
。
い
や
れ
か
の
餓
道
合
枇
に
必
一
け
る
訓
練
を
経
な
い
で
、
鱗
道
合
祉
の
枇

長
と
な
る
も
の
は
ま
れ
で
る
る
。
新
敬
一
道
の
開
拓
と
建
設
の
時
代
は
す
で
に
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
。
比
続
的
若
い
公
益
事
業
に
必
い
て
す

と
と
で
も
ま
た
故
高
経
営
執
行
者
は
、
倣
道
と
同
様
常
該
注
業
部
門
に
九
掛
け
る
訓
練
を

ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
心
J

ア
ー
ラ
ン
ト
者
・
。
・
H

)
己

E
ロ
け
を
僻
任
に

い
た
。

指
導
樺
は
同
一
舵
で
訓

ら
、
す
で
に
設
立
と
急
速
な
蹴
張
期
は
過
ぎ
た
。

経
な
い
で
は
、
故
高
経
営
執
行
者
た
り
え
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
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(5) (4) 

。
C
H
1

品。ロ
w

同
日
)
山
門
凶
・
同
}
・
吋
ア

も
っ
と
も
職
業
的
終
日
営
執
行
者
の
傾
向
は
一
成
年
の
産
物
で
は
な
い
。
食
業
の
縫
い
成
が
多
角
的
と
な
る
に
つ
れ
て
、
す
で
に
前
佐
紀
末
か
ら
綴
肉
と
し
て

は
股
存
し
て
い
た
。

即
日
】
日
仏
-
w
M
ν
・
吋
凶
・

山
日
)
日
仏
e
u
M
V
匂

吋

凶

l
吋

4
・

Z
}山内凶
-
w
M
V
・
吋
中

(8) (7) (6) 職
業
的
経
皆
者
居
の
接
頭
ξ
取
締
役
ん
げ
の
無
力
化
が
一
般
化
さ
れ
て
く
る
と
、
個
々
の
取
締
役
の
浪
や
る
役
割
を
も
軒
闘
す
る
傾
向
が

生
や
る
c

し
か
し
、
多
く
の
大
合
枇
沿
そ
ら
く
大
部
分
の
大
合
祉
で
は
、
取
締
役
合
の
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
、
最
高
経
営
執
行
者

し
ば
し
ば
強
力
な
影
響
力
乞
必
よ
ぽ
し
う
る
も
の
が
存
在
す
る
。
と
れ
ら
の
影
響
力
あ
る
取
締
役
の
な
か
に

が
信
頼
す
る
問
問
と
し
て
、

経
済
必
ず
研
究



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
式
食
枇

ω
i11t 
田

は
単
に
故
高
経
営
執
行
者
と
の
個
人
的
友
好
関
係
や
有
能
性
に
お
す
る
評
位
に
も
と
づ
く
も
の
も
い
る
が
、
ま
た
し
ば
し
ば
強
力
な
利
害

グ
ル
ー
プ
の
代
去
者
と
し
て
ゑ
加
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

か
か
る
影
響
力
あ
る
非
役
員
取
締
役
は
、
教
に
沿
い
て
は
取
締
役
合
の
慌
小
部
分
を
十
日
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
か
れ
ら
が

力
を
後
押
ナ
る
の
は
主
と
し
て
取
締
役
の
で
は
な
く
、
取
締
役
合
以
外
の
非
公
式
な
形
に
沿
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
ら
の
助

と
示
唆
と
は
、
蹴
し
て
不
断
の
電
話
控
絡
や
午
餐
の
応
で
な
さ
れ
る
。
か
れ
ら
は
恥
締
役
ん
げ
の
ご
、
一
一
一
日
前
に
、
佐
高
経
営
執
行
者
か
ら

相
談
を
う
け
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
取
締
役
合
に
提
出
さ
れ
る
重
要
問
題
が
論
議
さ
れ
、
と
れ
ら
特
定
の
取
締
役
の
意
見
の
ウ
ェ

イ
ト
が
、
取
締
役
ん
げ
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
議
案
に
重
大
な
影
響
を
興
え
る
と
と
も
あ
り
う
る
。
あ
る
場
合
に
は
、
取
締
役
合
に
勤
台
さ
れ

る
べ
き
配
常
沿
よ
び
新
取
締
役
の
選
任
が
、

と
の
よ
う
に
非
公
式
に
決
定
さ
れ
う
る
し
、
ま
た
と
き
に
か
れ
ら
は
新
経
皆
執
行
者
の
選
任

ハ
9
)

の
さ
い
に
も
、
資
際
上
の
責
任
を
ち
(
う
グ
ル
ー
プ
に
ゑ
加
す
る
と
と
も
あ
る
。
か
れ
ら
は
恐
々
の
主
務
上
山
決
定
に
闘
す
る
相
談
を
う
け

- 38-

は
し
ば
し
ば
助
…
一
一
一
口
乞
求
め
ら
れ
る
と
と
が
あ
る
。

る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
点
嬰
な
努
働
問
題
、
安
民
公
よ
び
依
格
政
策
の
鑓
一
史
、
戦
略
的
に
重
要
な
類
似
事
項
に
つ
い
て

(
刊
d

と
と
に
財
務
上
の
決
定
に
闘
し
で
は
定
見
友
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
影
響
力
あ
る

取
締
役
の
意
見
の
ウ
ェ
イ
ト
が
京
け
れ
ば
京
い
ほ
ど
、
か
れ
ら
の
助
一
一
一
一
口
は
最
高
経
営
執
行
者
を
も
左
右
し
う
る
も
の
と
な
る
。
か
れ
ら
の

影
響
力
の
原
動
力
が
、
有
力
な
小
数
株
主
な
い
し
著
名
な
金
融
業
者
の
ご
と
き
外
部
の
利
害
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
と
き
は
、
か
れ
ら
の
助
言

ハ
HJ)

沿
よ
び
示
唆
は
さ
ら
に
明
確
に
、
ハ
以
格
的
な
担
否
ま
た
は
求
認
と
等
し
い
も
の
と
な
る
。

(11) (10) (9) 

。。吋品。
H
M
W

日

目

)

広

-
w

℃・一
uu-

即

σ{品
J

H
〉

M
V

・一一凶明
i

一u
a

町
内
)
町
内
山

w

M

)

一一凶忠・

康
汎
な
株
主
大
衆
左
基
底
と
し
て
、
経
営
の
樺
限
は
株
主
か
ら
取
締
殺
〈
刊
に
委
任
さ
れ
る
。
取
締
役
ん
い
け
は
さ
ら
に
、

と
れ
を
取
締
役
人
約



の
常
任
委
員
合
と
経
緯
執
行
者
に
委
佐
ず
る
。
委
員
ん
げ
を
資
質
的
に
運
営
す
る
も
の
は
経
倍
執
行
者
で
あ
る
の
で
、
取
締
役
ん
げ
は
そ
の
樫

限
を
窮
局
的
に
は
経
営
執
行
者
の
長
た
る
故
高
経
営
執
行
者
に
委
任
す
る
と
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
式
的
に
は
株
主
↓
取
締
役

合
↓
t
円
前
経
営
執
行
者
へ
と
樺
限
の
委
任
が
引
楼
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
費
者
た
る
多
く
の
株
主
は
経
器
管
政
相
続
か
ら
完
全
に
遊

離
せ
る
無
縁
心
大
衆
で
あ
り
、
取
一
締
役
令
畑
一
力
化
心
傾
向
も
ま
た
期
若
で
あ
る
。
そ
と
で
、
模
限
は
総
菜
的
故
高
経
営
執
行
者
の
手
中
に

移
行
し
、
樺
限
乞
委
拒
し
た
は
や
の
取
締
役
人
税
に
む
か
つ
て
、
遣
に
漣
守
す
べ
き
指
令
が
設
や
}
ら
れ
る
。
か
く
て
、
頂
黙
に
沿
け
る
指
導

は
、
も
は
や
賓
質
的
に
は
委
任
、
と
は
い
え
な
い
も
の
と
な
り
、
円
以
高
経
皆
執
行
者
自
-
一
身
は
段
高
権
限
者
と
し
て

π臨
す
る
に
い
た
る
。
し

か
る
に
、
い
ま
影
響
力
あ
る
外
部
の
取
締
投
な
る
も
の
の
存
在
乞
考
慮
に
い
れ
る
と
き
、
と
の
関
誌
に
若
干
の
修
正
乞
加
え
る
必
開
討
に
迫
ら

れ
る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
頂
鞘
た
る
故
高
催
問
問
者
は
質
は
故
上
部
で
は
な
く
、

さ
ら
に
ト
ム
唐
に
外
部
の
利
害
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し

う
る
と
と
を
知
っ
た
。
と
心
部
分
は
一
砕
い

に
と
ざ
さ
れ
て
い
る
。
と
の
続
日
訟
を
臼
し
て
さ
ら
に
茂
上
を
き
わ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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閤

合
祉
の
経
営
を
指
導
す
る
も
の
は
故
雨
模
限
者
で
あ
る
が
、

と
の
h
k
，
一
品
樺
践
者
乞
更
迭
も
し
く
は
悲
任
し
た
り
、
主
要
な
伏
見
左
左
右

し
た
り
す
る
外
部

ω利
害
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
。
大
合
一
拡
で
は
、
し
ば
し
ば
か
か
る
グ
ル
ー
プ
の
手
中
に
支
配
が
掌
握
さ

れ
て
い
る
と
と
が
あ
る
。
大
合
枇
の
利
害
グ
ル
ー
プ
が
、
か
か
る
支
配
者
で
あ
る
か
ど
う
か
役
消
定
す
る
に
は
、
つ
が
」
の
一
事
賢
一
が
存
ず
る

か
否
か
を
拾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
間
経
智
者
府
を
し
て
そ
の
意
同
す
る
と
と
に
留
意
せ
し
め
る
と
と
、
閣
経
常
者
唐
や
ど
し
て
指
導

職
能
(
提
案
、
示
認
、
調
整
)
に
参
加
す
る
と
と
を
認
め
さ
せ
る
と
と
、
閣
粧
皆
者
グ
ル
ー
プ
の
人
事
を
肱
如
意
に
控
吏
す
る
と
と
」
で
る

る
。
聞
と
閣
は
、
利
害
者
グ
ル
ー
プ
が
経
皆
者
唐
ぞ
縫
史
し
う
る
ほ
ど
強
力
で
な
く
と
も
、
あ
る
程
度
の
力
は
も
ち
う
る
が
、
閣
の
経
替

者
乞
挺
兎
し
う
る
力
を
有
す
る
と
き
に
は
、
自
動
的
に
他
の
ご
つ
の
力
を
も
併
有
ず
る
と
と
と
な
る
。

綬
融
制
紘
一
-
研
究

，/、



ア
メ
ヲ
カ
に
お
け
る
株
式
含
紋

ω
$1:t 
E司

し
た
が
っ
て
、

支
配
と
指
導
と
は
同
一
心
概
念
で
は
な
い
。
支
配
し
て
い
る
と
い
う
と
と
は
、
指
導
職
能
の
現
賓
の
行
動
を
意
味
し
な

一
合
祉
の
経
常
者
唐
に
封
し
き
わ
め
て
間
接
的
な
影
響
を
沿
よ
ぼ
す
に
す
ぎ
や
、
提
案
と
求
認
に

ぃ
。
強
力
な
利
害
グ
ル
ー
プ
で
す
ら
、

強
M

倒
的
に
参
加
し
な
く
な
っ
た
こ
と
は
一
般
的
危
現
象
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

利
害
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
は
、
商
品
ハ
原
料
を
ふ
く
む
)
、
サ

l
、
ダ
イ
ス
(
例
え
ば
特
許
樺
)
の
供
給
者
が
あ
る
。
と
れ
ら
の
商

品
、
サ
ー
グ
ィ
ス
が
合
祉
に
と
り
特
に
妥
裂
な
ら
ば
、
ま
た
そ
の
供
給
が
調
占
的
玄
関
に
服
し
て
い
る
も
の
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
利
害
グ

ル
ー
プ
は
相
官
な
影
響
を
沿
よ
ぼ
し
う
る
。
ま
た
、
債
様
者
グ
ル
ー
プ

i
社
債
樺
者
、
金
融
業
者
、
商
品
債
権
者
ー
も
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
重
要
た
経
営
者
が
、
特
定
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
影
響
な
い
し
援
助
で
任
命
さ
れ
る
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
銀
行
家
(

ハ
3JV

金
融
業
者
)
た
よ
び
重
要
な
少
数
株
主
の
グ
ル
ー
プ
は
、
他
の
諸
グ
ル
ー
プ
に
比
し
、
は
る
か
に
多
く
の
役
割
を
潰
ゃ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
と
で
鈍
象
を
と
の
こ
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
間
限
定
し
て
翻
察
ナ
る
。

。)(2) (1) 
の
。
】
司
品
。
ロ
守
口
v円
島
ゆ
同
}
・
}
明

0
・

山内】山門同

W

M

M

}

明。.

ゴ
ー
ド
ン
は
そ
の
務
委
に
お
い
て
、
外
部
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
、
以
上
の
ほ
か
近
年
政
府
機
関
と
労
働
者
の
カ
が
漸
次
増
大
し
た
こ
と
を
か
な
り
強
調

し
て
い
る
が
、
し
か
し
同
時
に
政
府
の
協
輿
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ

1
ん
以
後
の
統
制
法
規
に
よ
る
外
部
的
に
し
て
制
限
的
な
も
の
で
、
税
約
金
業
の
経
後

内
部
に
ま
で
侵
入
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
も
遇
、
へ
、
労
働
者
グ
ル
!
プ
の
カ
も
念
速
に
増
大
し
た
と
は
い
え
そ
の
問
問
符
は
認
め
て
い
る
。

。σ山内回
w

}

V

}

明
明
w

開

v
-
M品
明
w

℃

M
明
∞
)
・
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A 

少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
支
配

小
説
株
(
必
よ
び
過
少
株
)
に
よ
る
支
配
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、

プ
の
影
響
も
一
様
に
は
現
わ
れ
ア
、

株
式
分
散
化
の
傾
向
は
、

現
震
に
ほ
か
か
る
少
数
株
主
グ
ル
l

つ
ぎ
の
ご
と
き
鑓
化
を
示
す
。
山
経
替
に
不
離
に
積
極
的
に
参
加
ナ
る
場
合
、
間
的
山
川
倒
的
に
参
加
し



な
い
場
合
、
制
ほ
と
ん
ど
参
加
し
な
い
場
合
。

一
同
一
経
告
に
不
断
に
杭
極
的
に
参
加
す
る
場
合

と
の
い
以
も
明
ら
か
な
場
合
は
、
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
同
時
に
高
級
経
皆
執
行
者
た
る
ん
い
け
批
に
見
出
し
う
る
。
と
の
よ
う

な
扶
態
は
、
日
以
近
の
大
合
枇
で
は
典
型
的
な
も
の
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
が
、
喝
な
t
d

多
く
の
八
円
枇
に
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

代
の
あ
る
時
期
に
、
支
配
的
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
、

一九一一一

O
年

イ
ン
ラ
ン
ド
・
ス
チ
ー
ル
、
デ
ヰ
ポ
ン
、
デ
ィ

l
ア
ロ
0
0
円。

hr

の
。
・
ク
レ
ス
ダ

ω・
戸
市
内
】
守
ぬ
印

m
o、

メ
イ
シ

1
同

N

・
Z
-
P向
山
凶
の
可
、
フ
ァ
イ
ブ
ス
ト
ー
ン
・
グ
イ
ヤ
・
ア
ン
ド
・
ラ
パ

l

ア
レ
グ
エ
ニ

1

〉ロ
σぬ}戸山口可。。門])・、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
パ
ワ
1
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ト
ロ
仲
良
氏

g
吋

C45門
川
何
回
忌
己
ぬ
胃
諸
合
枇
に
沿
い
て
、

ワて

れ
ぞ
れ
指
導
的
経
皆
執
行
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
各
合
枇
で
は
、
経
営
執
行
者
が
一
九
三
五
年
に
枇
外
株
の
一
丸
山
%
以
上
弦
布
し
、

A

U

4

J

V

 

に
多
く
の
議
決
株
安
川
一
一
析
に
共
有
す
る
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
い
や
れ
の
場
合
も
、
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
の
持
分
は
…

0

%
以
上
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ま
た
批
い
け
同
経
詩
執
行
考
と
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
の
非
役
員
メ
ン
バ
ー
と
の
聞
の
関
係
は
き
わ
め
て
a

羽
接
で
あ

り
、
多
く
の
場
合
か
れ
ら
は
血
縁
的
に
結
ば
れ
て
い
た
。
ト
.
記
日
山
叫
ん
げ
枇
の
う
ち
に
は
、
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
が
、
非

ハ
5
ゾ

役
員
取
締
役
と
も
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

さ
ら

41 

デ
ュ
ポ
ン
合
祉
の
場
合
。
支
配
的
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
時
一
極
的
な
指
導
の
頴
者
な
立
例
は
、
デ
ュ
ポ
ン
'
ド
・
ヌ
ム
1
ル
令
祉

問
・
阿
・
仏
戸
市
φ

互
応
O
Z
O
B
O
H
M
g
h
r
。
。
.
に
沿
い
て
見
ら
れ
る
。
日
枇
の
4
4
H

通
株
心
約
二
七
・
五
%
は
、
デ
品
。
ホ
ン
…
族
と
そ
の
山
中
一
緒
な

円。J)

協
力
者
が
支
配
す
る
ク
リ
ス
チ
ア
ナ
設
雰
令
祉
の
可
富
山
内

g
p
ω
o
p
q
5
2
n
c・
が
保
有
し
て
い
た
。
一
九
三
五
年
世
時
、
デ
ュ
ポ
ン
三

兄
弟
は
J

7

4

ポ
ン
令
駄
の
取
締
役
令
長
、
副
ん
M
H

長
必
よ
ぴ
枇
長
で
あ
る
と
同
時
に
、
ク
リ
ス
チ
ァ
ナ
詑
葬
合
枇
の
故
尚
の
一
ニ
つ
の
地
位
を

占
め
て
い
た
。
ま
た
、
ク
ワ
ス
チ
ァ
ナ
設
器
の
杢
役
員
と
成
締
役
は
、
秘
書
部
長
印

2
5
2与
を
の
ぞ
き
デ
ュ
ポ
ン
合
祉
の
役
員
と
取
締

(
7
J》

役
で
あ
っ
た
o

J
ア
ュ
ポ
ン
台
位
。
財
務
空
白
ん
川
口
は
町
内
汎
な
財
務
百
を
支
配
し
、
提
案
よ
り
も
む
し
ろ
次
誌
職
能
宝
来
し
て
い
た
よ
う
で
る

経
済
議
研
究



ア
メ
ワ
カ
に
お
け
る
株
式
合
社
仰

"̂、

田

る
が
、
J

ア
ュ
ポ
ン
一
族
と
そ
の
緊
白
羽
な
協
力
者
に
よ
り
完
全
に

委
員
か
ら
な
り

一
九
三
六
年
一
月
に
は
そ
心
一
人
は
ヂ
ュ
ポ
ン
兄
弟

ω
一
人
で
あ
り
、

さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
経
営
執
行
委
員
合
は
私
版
的
な
九
人
の
常
任

か
れ
は
ま
た
悶
枇
の
枇
長
で
も
あ
っ
た
。
他
の

少
な
く
と
も
川
人
な
い
し
五
人
も
、
デ
ュ
ポ
ン
の
新
接
な
協
力
者
会
よ
び
。
テ
ュ
ポ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
た
α

同

祉
の
主
要
決
定
の
故
格
及
誌
な
ら
び
に
調
整
、
さ
ら
に
た
そ
ら
く
若
干
の
抗
案
も
ま
た
、

ハ
ヲ
)

つ
て
な
さ
れ
た
と
と
は
間
違
い
な
い
。

と
の
支
配
的
少
数
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

(8) (7) (6) (5) (4) 
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・
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i
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経
世
に
私
説
的
に
参
加
し
た
い
場
合

と
の
な
か
に
は
J

小
数
株
主
グ
ル
ー
プ
が
取
締
役
の
に
列
す
る
場
合
と
、
か
れ
ら
の
保
布
持
株
が
た
と
え
著
し
く
大
で
あ
っ
て
も
ん
い
け
祉

と
な
ん
ら
公
式
の
関
係
を
有
し
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
山
主
、
続
近
、
公
徒
一
山
中
小
令
市
左
辺
じ
て
、
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
の
支
配
は
、
し
ば
し

ば
松
倒
的
な
も
の
よ
り
む
し
ろ
泊
鋭
的
な
も
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
支
配
は
泊
常
北
案
よ
り
も
む
し
ろ
汝
認
に
附
す
る
も
の
で
あ

り
、
し
か
も
直
接
的
な
示
誌
も
し
く
は
担
否
よ
り
は
む
し
ろ
間
接
的
た
影
響
を
立
味
し
た
。
し
か
し
、
支
配
の
日
的
が
支
配
グ
ル
ー
プ
の

特
定
の
和
語
友
促
進
し
保
護
す
る
と
と
で
あ
る
か
ぎ
り
、

多
く

ω政
策
形
成
に
直
接
ゑ
加
し
な
く
と
も
支
配
の
日
的
は
詑
成
し
う
る
。

支
配
グ
ル
ー
プ
が
現
賓
の
立
志
形
成
に
ゑ
加
し
よ
う
と
し
ま
い
と
、
少
数
株
に
よ
る
支
配
の
場
合
に
は
、
あ
る

げ
影
響
力
μ

は
つ
ね
に
存
在
す
る
。
支
配
さ
れ
て
い
る
的
活
句
な
い
し
公
益
事
業
の
経
持
者
賠
は
、
た
と
え
直
接
の

M
一
力
そ
交
け
な
く
と
も
、

「
も
ち
ろ
ん
、

，') 



支
一
明
グ
ル
ー
プ
の
既
知
心
態
度
や
利
容
を
考
山
憾
に
い
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
心
射
で
は
、

山

γ
設
株
主
心
彩
仰
九
一
ゾ
も
他
心
強
力
な
利
守
グ
ル
ー
プ

の
そ
れ
と
さ
し
て

る
と
ご
ろ
は
な
い
で
あ
ろ
う
r
」

J

ア
で
ホ
ン
・
グ
ル
ー
プ
と
ゼ
、
不
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
と
の
mm
係
は
、
公
初
は
砧
倒
的
で
あ
っ

た
が
、
指
導
の
度
合
い
は
湖
北
減
悲
し
て
き
た
。
一
九
一
一
一
七
年
現
在
、
デ
ュ
ポ
ン
合
枇
心
J

ヤ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
株
に
封
ず
る
関
係
は
、

二
七
Mm
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
議
決
株
を
保
有
す
る
ゼ
、
不
一
フ
ル
設
な
令
祉
の

σ
5
5
M
ω
2
5昨日
g
n
o
-
の
北
日
通
株
の
全
株
保
有
に
よ

(

M

J

 

っ
て
結
ば
れ
て
い
た
。
雨
祉
の
関
係
は
一
九
一
五
年
に
は
じ
ま
り
、
同
年
デ
ュ
ポ
ン
は
創
業
者
た
る
J

ア
ュ
ラ
ン
ト
ヨ
・
。
・
ロ
ロ

E
E
に
討
し

金
融
援
助
を
行
い
、
そ
の
結
果
ピ
エ
ー
ル
-

J

ア
ュ
ボ
ン

E
2話
会
同
司

O
E
は
取
締
役
令
長
と
な
っ
た
が
、
和
川
倒
的
な
指
導
は
主
と
し
て

J

ア
ュ
一
ブ
ン
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
デ
ュ
ラ
ン
ト
は
一
九
一
六
年
に
枇
口
氏
に
就
任
し
、
そ
の
後
説
年
間
心
悶
枇
の
な
謹

ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
命
日
枇
心

な
鍛
張
は
主
と
し
て
か
れ
に
長
う
と
と
ろ
大
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
ま
で
は
、
デ
ェ
ボ
ン
合
祉
の
投
は
が
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
心

財
務
管
制
以
上
の
責
任
を
分
拾
し
て
い
た
と
と
寺
公
然
と
認
め
て
い
た
。
一
九
二

O
年
に
デ
ュ
一
ブ
ン
ト
は
引
退
し
、
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ュ
ポ
ン

43 

が
ん
村
長
粂
枇
長
に
就
任
し

一
時
デ
ュ
ボ
ン
族
が
完
全
な
支
配
と
指
単
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
問
も
た
く
一
副
社
長
に
す
ぎ
な
か
っ
た

ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
・
ス
ロ

l
ン
が
、
一
判
官
一
上
の
業
務
括
営
安
任
者
と
な
っ
た
。
一
九
二
三
年
ス
口
1
ン
は
世
長
に
就
任
し
、
デ
ュ
ポ
ン
一
放

の
一
人
が
一
九
三
七
年
頃
ま
で
は
令
長
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
一
九
二

O
年
以
来
、
デ
ユ
ボ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
多
く
は
、

に
取
締
役
ん
げ
の
資
質
的
少
数
訳
註
勝
成
し
て
い
た
。

て〉

ね

一
九
二

O
年
以
降
、
ゼ
、
不
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
は
経
結
合
問
化
政
策
左
断
行
し
た
。
と
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
心
デ
ュ
ラ
ン
ト
り
献
張
政

策
が
放
棄
さ
れ
、
知
駄
な
活
動
の
排
除
、
財
務
、
沿
よ
び
在
山
税
制
の
段
税
化
、
分
権
化
さ
れ
た
諸
業
務
の
前
日

ス
ロ
ー
ン
九
日
よ
び
そ
の
他
。
経
営
執
行
者
の
仕
主
で
あ
っ
た
が
、

の
改
苦
が
行
わ
れ
る
と
と

と
な
っ
た
。

と
の
改
革
心
細
日
の
百
行
は
、

一
般
的
プ
ラ
ン
の
花
案
と

そ
の
仰
向
裂
の
示
認
は
、
取
締
役
人
行
に
列
出
せ
る
デ
ュ
ボ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
時
一
極
的
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

)L 

R
じ
ω-3111空
手

i
b一し

判官事
N
Y
L
m
ず

しノ、



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
式
会
社
間

3筑
間

年
の
ス
ロ
ー
ン
心
社
長
就
任
も
、
J

ア
ュ
ボ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
決
定
に
よ
っ
た
こ
と
は
疑
の
な
い
と
ご
ろ
で
ム
日
。
さ
ら
に
、
主
要
な
財
務

上
の
決
定
。
永
認
や
、
と
き
に
は
蛇
案
に
ず
ら
れ
似
極
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
特
に
初
期
に
必
い
て
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
デ
プ
ホ
ン
・

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
(
壮
一
初
は
一
ブ
ス
コ
ブ
し
『
-
M
-
M
N
m
印
。
。
ず
、
の
ち
に
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

ロ
。
ロ
向
注
目
。
ロ
∞
5
4
2凶
)
は
、

一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
一
一
七
年
に
臨
止
さ
れ
る
ま
で
の
財
務
委
員
合
の
委
員
長
で
あ
り
、

と
の
二
人
は
ゐ
よ
ら
く
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー

ズ
の
財
務
政
策
の
形
成
に
ゑ
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
o

J

ア
ュ
ポ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
つ
ね
に
財
務
委
員
合
の
か
な
り
な

部
分
乞
占
め
て
い
た
が
、
絞
皆
執
行
委
日
一
令
(
一
九
三
七
年
に
廃
止
〉
で
は
結
え
や
減
少
し
た
。
デ
ュ
ポ
ン
一
族
は
ま
た
、
同
枇
の
有
名

C
M
J〉

な
ボ
ー
ナ
ス
・
プ
ラ
ン
の
制
定
に
も
明
ら
か
に
参
加
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら

一
九
二
三
年
以
降
、
J

ア
ュ
ボ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
指
導
戦
前
は
泊
倒
的
に
特
じ
、
主
安
決
定
心
ハ
恥
総
武
認
は
ス
ロ
ー
ン

(
一
九
三
七
年
ま
で
枇
長
、
同
年
以
後
令
長
)
に
移
行
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
組
織
の

粧
皆
執
行
者
の
選
任
、
経
内
品
者
報
酬
む
よ
ぴ
配
給
機
叫
仰
の
い
犯
災
等
に
つ
い
て
の
北
格
権
限
は
多
年
ス
ロ
ー
ン
心
手
中
に
あ
っ
た
。
デ
ュ
ポ

ン
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
杭
格
、
川
労
働
政
策
、
技
術
そ
の
他
同
枇
製
品
の
生
産
と
政
安
か
ら
生
や
る
各
種
。
問
題
に
闘
す
る
経

営
者
居
の
決
定
に
干
渉
し
た
り
、
出
接
に
影
響
を
刑
判
え
た
と
い
う
一
品
質
は
な
か
っ
、
た
。
ま
た
一
九
三
七
年
に
監
引
委
H
H
A
W
K戸
仏

E
E笠
51

u
L
ヤ
へ
た
よ
げ
ん
d
h
A
R
k

mvA
日付
ι一

w
d

ず
し
羽
古

P
3

主
要
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位
。
ロ
円
。

5
5
5
8
が
設
立
さ
れ
た
さ
い
、
デ
ュ
ポ
ン
一
一
族
は
代
去
者
を
出
さ
な
か
っ
た
し
、
政
策
委
員
人

W
F訟
の
可

h
o
B
E吉
g
に
も

ハ
HJ)

同
枇
の
経
管
執
行
者
が
過
字
数
乞
占
め
て
い
た
。

U
・
s-ゴ
ム
ん
い
H

一
粧
の
場
合
。
と
の
ん
W
H

枇
も
ゼ
、
不
一
フ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
の
場
合
に
酷
似
し
て
い
る
。
一
九
一
一
七
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
、

デ
ュ
ポ
ン
は
同
枇
の
株
式
の
ご

O
V
J
K
淀
得
し
た
。
一
九
一
一
九
年
新
し
く
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
デ
ュ
ボ
ン
一
族
は
、

F
-
B
・J
7

ー
ヴ
ィ
ス

(
す
で
に

々
の
資
格
で
J
7
4

ボ
ン
ハ
誌
に
奉
仕
し
て
い
た
)
を
同
一
枇
心
枇
長
に
任
命
し
、

ウ
ィ
ワ
プ
ム
・
ク
ラ
フ
ト
当

E
U
E

関
門
出
向
仲
に
財
務
一
弘
前
〈
な
拾
官
せ
し
め
、
新
経
倍
才
居
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
同
校
の
経
世
合
引
化
政
策
や
一
詮
行
せ
し
め
た
c

ま
た
、



一
九
二
八
年
の
新
資
金
調
誌
の
た
め
の
新
株
設
行
必
よ
ぴ
一
九
一
一
九
年
心
経
営
者
報
酬
に
闘
す
る
プ
ラ
ン
の
施
行
も
、
デ
ュ
ポ
ン
一
族
に

(

】

ね

)

よ
る
什
石
川
倒
的
指
導
に
も
ど
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
に
必
け
る
と
同
松
、
デ
ュ
ポ
ン
の
和
極
的
指
導
も

故
初
心
投
年
の
の
ち
に
は
な
蓮
に
減
退
し
た
。
そ
の
後
も
成
汎
な
業
務
上
の
決
定
な
い
し
財
務
官
刊
の
純
白
に
つ
い
て
、
干
渉
さ
れ
た
と

門

町

〉

い
う
静
跡
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
取
締
役
人
円
に
占
め
る
デ
ュ
ボ
ン
問
録
者
は
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ

l
ク
i
ズ
よ
り
少
な
か
っ
た
。
デ
ー
ヴ
ィ

ス
社
長
は
主
要
な
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
、
デ
ュ
ポ
ン
・
グ
ル
も
l
プ
と
協
議
し
、
あ
る
い
は
非
公
式
に
順
次
報
台
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
し
か
し
和
極
的
指
導
の
主
た
る
支
任
は
、
か
れ
と
そ
の
部
下
た
る
主
要
な
経
営
執
行
者
の
手
中
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
経
営
者
グ

ル
ー
プ
は
、
慌
祐
、
接
務
、
投
資
政
策
、
よ
び
主
要
生
産
技
術
の
れ
児
島
出
火
に
関
す
ら
い
此
定
の
提
案
と
永
認
を
行
い
、
そ
の
他
心
賠

ハ
げ
J

で
も
同
社
役
指
導
し
て
い
た

と
の
よ
う
な
関
係
乞
ゴ
ー
ド
ン
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
つ
「
主
安
な
経
営
執
行
者
が
主
と
し
て
怠
志
形
成
に
支
任
ぞ
と
る
が
、
し

か
し
強
力
な
少
数
グ
ル
ー
プ
も
相
蛍
た
影
響
力
を
も
ち
、
と
き
に
感
じ
て
主
と
し
て
清
子
の
決
定
の
示
認
を
と
み
し
て
、
指
導
職
能
に
参

加
す
る
他
り
一
糸
例
を
恕
設
に
あ
げ
る
と
と
が
で
き
る
。
と
れ
ら
心
グ
ル
ー
プ
の
影
響
力
は
無
嗣
し
え
な
い
。
、
し
か
し
多
く
の
場
合
、

ら
の
グ
ル
ー
プ
が
事
業
指
導
の
完
全
な
衣
笠
身
に
つ
け
よ
う
と
し
な
い
と
い
う
一
挙
資
は
さ
ら
に
然
減
し
え
な
い
」

4ラ

と

れ

(11) (10) (9) 

。
。
吋
品
。
ロ
w

山
σ一
品
切
方
同
)
・
}
吋
u
i
一、叫中

吋

Z
出
。
足
。
ロ
。
胃
呂
町
M
2
0・
M
U
-
-
v
-
v
-
m
v
u印
j
u
品。.

こ
の
期
間
の
取
締
役
食
の
総
長
約
一
一
一

O
人
中
、
デ
ュ
ポ
ン
・
グ
ル
ー
プ
同
家
の
一
鉄
、

子
均
し
て
約
六
人
を
占
め
て
い
た
。

(
C
c
a
o
P
5日仏
w

同
〕
・
コ
ヨ
・

(
U
C
円品。
H
M
W

山ず一円山
u

H

)

・一吋明
i

一ベふ・

日刊)山門
H
W
}
ω

・一吋
a・

日ず日仏
w

M

)

}

吋吋

一
…
や
業
の
緊
山
慌
た
協
力
者
お
よ
び
デ
ュ
ボ
ン
命
日
散
の
役
員
!
は

(U) (1訪問

民
主
指
向
T
h
f
f
将川河

b
b

主
羽
V
J
E
石
為
ノ



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
式
会
紋
仰

鎌
田

協oc問 (16)([5) 
即
日
}
山
島
J

}

)

匂
一
J
N
吋
一
~
河
川
凶
‘

日
日
)
日
仏
w
M
Y
]
吋
一
山

出
}
山
円
四

w

M

V
勉
一
叫
印
・

同
月
比
島
J
同
v-

一
万
円

民)

経
告
に
ほ
と
ん
ど
ゑ
加
し
な
い
場
合

と
の
訟
も
京
一
附
女
平
計
一
例
は
、
同
族
持
梓
そ
つ
ぎ
の
世
代
に

埠
が
ん
い
け
枇
を
設
立
せ
る
仙
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
の
手
中
に
あ
り
、

。
指
埠
者
の
死
後
、

そ
の
持
株
は
関
係
同
族
心
新
し
い
世
代
心

る
と
と
か
ら
生
や
る
。
ん
い
け
ペ
紅
白
例
設
却
に
あ
っ
て
は
、
机
刊
一
日
倒
的
な
指

そ
れ
は
資
質
的
持
株
に
よ
っ
て
開
化
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
公
一
初

f
M，
)
 

に
移
る
。
そ
し
て
、
湖
弐
杭
倒
的
な
指
導
の
責
任
は
、
持
株
グ
ル
ー
プ

。
手
か
ら
放
れ
、

し
ば
し
ば
壮
一
初
心
拘
草
者
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
た
戦
主
的
経
皆
執
行
者
に
移
る
。

と
き
に
は
、
株
式
分
散
化
。
傾
向
に
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そ
っ
て
株
式
の
公
開
応
分
が
行
わ
れ
、
相
続
人
心
持
株
は
ま

え
段
締
役
ル
げ
に
出
出
し
て
も
、
な
ん
ら
利
一
鋭
的
な
殺
到
右
前
ヒ
な
く
な
る
。

ナ
少
一
致
株
と
な
る
と
同
時
に
泊
倒
的
と
な
る
。
と
れ
ら
相
続
人
は
た
と

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
系
石
油
諸
台
↓
院
の
判
明
d

ム口。

と

<1) 

、斗与

古乞二

ス
タ
ン
、
ダ
1
ド
石
油
ト
ラ
ス
ト
の

と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一

よ
び
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
寄
附
を
う
け
た
諸
財
閥
は
、
近
年
一
二
1
ジ
ヤ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
各
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
合
枇
、
ソ
コ
一
一

1
・
ヴ
ァ
キ
ュ

1
ム
石
油
合
社
必

よ
び
オ
ハ
イ
オ
石
油
人
科
祉
の
議
決
株
の
一

O
%か
ら
二

O
%
を
保
有
し
た
。
各
合
祉
の
時
一
極
的
な
指
導
は
、
明
ら
か
に
験
主
的
経
営
執
行

者
。
子
中
に
あ
る
。
取
締
役
ん
い
け
の
全
日
な
い
し
ほ
と
ん
ど
念
品
は
、
主
姿
経
皆
執
行
者
を
も
っ
て
椛
成
し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一
族
心
メ

ン
バ
ー
も
そ
の
代
去
者
も
取
締
役
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
と
ど
で
の
新
制
的
な
指
導
は
、
経
持
者
唐
に
あ
る
と
と
は
間
港
い
の
な
い
と
と

族
と
の
山
附
係
が
提
供
し
て
く
れ
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

ー
シ

1

イ
ン
J

ア
ィ
ブ
ナ
、

オ
ハ
イ
オ
、

ろ
で
あ
る
。
し
か
し

口
ッ
ク
ブ
エ
一
ブ
l
関
係
者
の
影
響
力
が
全
く
な
い
と
は
い
い
え
な
い
。
か
れ
ら
の
若
干
の
非
公
式
な
勤
台
は
い
つ



(
引
J
)

愛
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
や
、
そ
の
影
響
力
と
潜
在
的
な
勢
力
も
否
定
し
え
な
い
。
現
在
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
ス
ク
ン
ダ

1
ド
系
石
油
諸

合
祉
の
経
皆
ト
一
の
決
定
に
制
約
そ
輿
え
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
持
株
で
は
な
く
む
し
ろ
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
侍
続
」
で
あ
る
。
と
の
侍
統

は
、
現
在
の
経
営
管
別
組
織
や
内
部
統
制
方
式
、
委
員
合
制
度
の
利
用
、
役
員
に
よ
る
取
締
役
ん
ぼ
の
支
関
等
に
よ
っ
て
大
い
に
維
持
さ
れ

て
い
る
。
か
か
る
伴
統
と
背
景
と
が
、
聞
係
諸
合
世
間
に
議
生
ず
る
競
争
関
係
を
底
現
し
た
り
、
各
椋
の
業
務
上
九
品
よ
び
財
務
上
の
諸
問

(
一
円
}
〉

題
に
統
一
的
な
決
定
乞
興
え
る
の
に
役
立
っ
た
。

必
や
し
も
つ
ね
に
積
極
的
で
も
な
い
し
、

倒
的
な
少
数
グ
ル
ー
プ
が
突
如
と
し
て
茄
鋭
的
と
な
っ
た
例
も
あ
り
、

と
の
よ
う
な
交
動
的
た
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
は
、

ま
た
つ
ね
に
消
極
的
で
も
な
い
。
平
常
泊

割
か
ら
後
退
せ
る
例
も
あ
る
。

ま
、
た
か
つ
て
積
極
的
で
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
漸
弐
指
導
戦
能
の
役

一
九
二
九
年
に
沿
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
令
枇
(
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
)
の
長
高
経
管
執
行
者
の
罷
兎
事
件

に
封
ず
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
二
世
の
干
渉
は
、
手
常
治
倒
的
な
少
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
間
磁
的
指
導
の
一
例
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

る
に
、
経
皆
指
導
に
長
け
る
少
数
グ
ル
ー
プ
の
役
割
が
消
極
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
と
は
、

娘
向
で
あ
る
。
し
か
し
、

以

近
年
に
必
る
け
顕
著
な
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と
の
と
と
に
白
を
奪
わ
れ
て
、
日
K
格
支
配
者
と
し
て
の
潜
在
的
な
力
と
影
響
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

仕切

担
問
々
の
最
犬
非
金
融
合
一
枇
二

O
O
枇
に
関
係
す
る
愛
国
主
な
同
族
関
係
グ
ル
ー
プ
の
多
く
は
、
す
で
に
二
代
目
な
い
し
一
一
一
代
目
と
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
メ
ロ
ン
、
口
ソ
ク
7

1

…フ
1
、
ダ
ュ

1

ク

ogrow
ハ
1

ト
ア
ォ

i

ド
民
間
岡
氏
岳
民
ワ
イ
ド
ナ
1

項目品
g
o
F
ハ
ー
ク
ネ
ス
出
母
E
o
F

ウ
ー
ル
ウ
ォ

1

ス
君
。
。
言
。
江
町
出
家
お
よ
び
ヂ
ュ
ポ
ン
家
の
支
則
的
分
家
が
そ
う
で
あ
る
。

3
2回以
u
認
。
出
。
寄
与
問
M
Z
o・

s-H】・
3
3・

。。円品。ロ・日ゲ日仏
w

七
一
∞
一
-

一
九
一
一
一
六
年
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
A
W
枇
ハ
ニ
ュ

1
ジ
ャ

l
シ

l
〉
が
、
八
千
五
百
万
郊
の
社
債
を
募
集
し
た
さ
い
、
そ
の
相
常
務
が
直
接
口
ツ
ク
ア

エラ
1
諸
財
閥
に
よ
っ
て
引
受
け
ら
れ
た
。
強
い
影
響
カ
が
こ
こ
で
一
不
さ
れ
る
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
隣
係
者
が
、
務
財
閥
に
夜
接
販
制
見
を
示
唆
し
た
こ

と
は
全
く
可
能
で
あ
る
0
2
σ
広
w

匂

お
M
)

一
九
一
一
一
六
年
、
ニ
ュ

l
ジ
ャ

1
シ

I
祉
の
取
締
役
一

O
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
動
縦
年
数
一
一
之
例
年
で
あ
り
、
他
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
各
枇
で
も
、
多
く
の
主

要
経
後
執
行
者
の
刻
線
と
綾
田
肢
は
、
苔
ト
ラ
ス
ト
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
信
託
品
-
w

同}・一∞
ω)
・

協邸時22) 

経
済
象
研
究



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
式
会
社

ω
(，1[ 
隠

B 

金
融
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
支
配

あ
る
ん
町
一
粧
が
な
症
な
扱
張
、
合
同
ゐ
よ
ぴ
持
株
ん
W
H

仕
の
形
成
乞
な
し
つ
つ
あ
る
と
き
、

金
融
グ
ル
ー
プ
の
支
配

ω控
符
に
特
に
有
利
な
情
勢
を
生
み
だ
す
。

と
れ
は

ま
た
は
財
務
危
機
に
陥
い
っ
て
い
る
と
き
は
、

ハロ
J

一
九
世
紀
末
に
h

掛
け
る
若
干
の
妓
道
合
祉
と
一
八
九

O
年

以
降
の
公
証
事
業
な
ら
び
に
注
業
令
祉
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
。

し
か
し
、
強
張
に
は
銀
行
家
心
協
力
友
必
嬰
と
す
る
と
は
い
え
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
1
命
日
枇
や
ス
イ
フ
ト
合
枇

ω忍
沖

hrnσ
・
に
み
村
け
る

ご
と
く

銀
行
家
が
ほ
と
ん
ど
な
ん
ら
の
力
を
も
猿
符
し
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
。
ま
た
、
若
干
の
ん
い
H

祉
は
ほ
と
ん
い
こ
留
保
利
盆
に
よ
る

と
れ
は
、
自
動
車
工
業
必
よ
び
そ
の
他
の
部

一
銀
行
家
へ
の
依
存
を
結
け
る
と
と
が
で
き
た
場
合
も
あ
る
。

フ
ォ
ー
ド
の
例
は
特
に
有
名
で
あ
る
。

自
己
蓄
積
に
よ
り
蝦
張
し
、

門
に
も
存
在
す
る
が

銀
行
家
に
よ
る
力
の
強
制
刊
は
、
続
張
計
謹
に
封
ナ
る
新
設
容
の
強
行
沿
よ
び
短
期
信
用
心
供
興
の
み
な
ら
や
、
合
同
沿
よ
び
持
株
ん
W
H

一杭

の
設
立
に
導
く
交
渉
に
よ
っ
て
も
も
た
ら
さ
れ
る
。
し
か
し
、
銀
行
家
の
挫
得
せ
る
カ
は
匙
行
中
の
ん
い
け
祉
で
は
し
ば
し
ば
営
面
の
決
定
、

例
え
ば
新
規
強
行
の
篠
件
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
形
成
、
ま
た
と
き
に
は
新
設
匁
護
行
の
是
非
に
つ
い
て
若
干
の
役
割
を
川
市
ず
に
ナ
ぎ
や
、

A

十日
J
V

ん
同
日
枇
業
務
の
指
導
は
若
干
の
場
合
に
暫
時
存
続
す
る
に
し
て
も
、
と
れ
ら
の
問
題
以
上
に
は
鍛
大
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
り
、
銀
行
家
が
取

締
役
ん
げ
に
列
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
や
、
経
営
者
の
行
う
他
の
決
定
に
封
し
て
は
、
助
一
一
一
口
を
求
め
ら
れ
る
と
き
以
外
、

を
述
べ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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ほ
と
ん

E
意
見

プ併
H

枇
が
財
務
危
機
に
陥
い
っ
て
い
る
と
き
に
も
、
金
融
グ
ル
ー
プ
は
力
佐
佐
符
し
う
る
が
、
と
の
と
を
ほ
し
ば
し
ば
改
組
を
も
と
も

な
う
。
金
融
グ
ル
ー
プ
は
他
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
、
依
樺
者
保
護
委
員
令
長
よ
び
改
組
委
員
合
を
リ
ー
ド
す
る
の
に
右
利
な
職
略
的
地
位
を
点

め
て
い
る
。

メ
ロ
ン

ο銀
行
は

一
九

O
一
年
に
ガ
ル
フ
石
油
合
祉
の
前
身
た
る
J
-
M
・
ガ
ブ
ィ
1
石
油
人
材
枇
か
ら
資
金
の
援
助
を
う
け

た
と
き
、

同
枇
乞
支
配
し
う
る
に
見
る
株
式
左
手
に
い
れ
た
。

ガ
ル
ブ
石
油
令
枇
と
な
っ
て
間
も
な
く
、

メ
ロ
ン
は
創
業
者
ガ
ブ
ィ
ー
を



罷
免
し
問
。

改
組
が
金
融
グ
ル
ー
プ
心
力
の
控
件
に
有
利
な
桜
台
芯
つ
く
り
出
し
た
有
名
な
例
と
し
て
は
、
一
八
九

0
年
代
心
掛
一
道
主
の
大
規
模
な

改
組
が
あ
る
。
と
れ
ら
改
組
に
よ
っ
て
、
銀
行
グ
ル
ー
プ
特
に
J
・P
-
モ
ル
ガ
ン
商
人
mu
と
ク

l
ン
・
ロ
1
プ
荷
台
を
し
て
、
多
く
の
京
市
文

倣
一
道
に
沿
い
て
判
明
端
に
強
力
な
地
位
を
つ
く
り
あ
一
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。
銀
行
公
よ
び
そ
の
他
の
金
融
グ
ル
ー
プ
は
と
も
に
、
，
紘
一
道
合
位

以
外
の
改
組
に
も
主
出
し
、
多
大
の
力
を
獲
得
し
た
或
1

例
は
無
数
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、

行
家
の
活
動
は
、

政
在
訟
の
改
正
に
よ
っ
て
京
大
な
制
約
を
う
け
る
に
い
た
っ
た
。
な
九
相
、

改
組
手
続
に
K
M

け
る
銀

近
年
話
器
金
融
に
沿
け
る
銀
行
心
役
割
は
溺

↓

rし
a
A
g
e
k

、会
A
Z
'
~
a

九行、、、

一
7
一一一一

/
A，h
k
J
A
ぺ

次
減
退
し
、
保
険
ん
川
口
一
拡
が
と
れ
に
か
わ
り
つ
つ
あ
る
傾
向
が
あ
る
。

銀
行
グ
ル
ー
プ
が
特
定
の
ん
い
け
一
位
。
決
定
に
治
判
明
的
に
参
加
せ
や
し
七
、

と
れ
に

を
山
県
え
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
で
も

R
A
4
J
よ
し
え
よ
4

5
J
J
7ト
耳
メ
ド

経
皆
執
行
者
の
死
亡
も
し
く
は
引
抵
せ
る
さ
い
に
は
、
後
任
者
心
選
任
に
つ
い
七
、
銀
行
家
の
援
助
や
助
一
一
け
に
頼
る
と
と
は
川
知
の
と
と

で
あ
る
。
金
融
グ
ル
ー
プ
の
令
枇
粧
皆
に
お
す
る
介
入
は
、
特
殊
な
場
合
中
ど
の
ぞ
い
て
は
、
話
紙
的
な
形
》
む
と
っ
て
い
な
い
。
一
合
祉
が

銀
行
家
支
配
に
服
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
必
や
し
も
銀
行
家
に
よ
る
指
導
職
能
の
逢
行
を
立
味
ず
る
も
の
で
は
な

い
。
あ
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
が
経
営
者
の
決
定
に
影
響
佐
担
え
る
地
位
、
も
し
く
は
あ
る
穂
の
決
定
自
体
に
参
加
す
る
地
位
に
あ
れ
ば
け
た
り
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る
の
で
あ
る
。
反
封
に
、
あ
る
銀
行
家
が
一
ぬ
け
枇
の
新
設
な
護
行
の
販
買
を
支
配
し
た
り
、
そ
の
取
締
役
ん
刊
に
列
し
た
り
し
て
い
る
一
平
賀

必
や
し
も
也
ち
に
そ
の
ん
M
H

枇
が
特
定
の
銀
行
家
支
配
の
も
と
に
あ
る
と
は
即
断
し
え
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
あ

の
み
乞
も
っ
て
、

る
。
そ
の
結
果
、
後
者
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

銀
行
家
支
配
も
少
数
株
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
支
配
と
同
様
、

ア
メ
リ
カ
に
恥
い
て
と
く
に
府
内
雑
な
聞
係
を
提
供
し
て
い
る
。

な
い
し
そ
れ
以
上
に
指
導
職
能
か
ら
の
減
退
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
冬

し
く
銀
行
家
支
配
の
も
と
に
あ
っ
て
も
、
公
益
事
主
沿
よ
び
斜
辺
ん
阿
川
枇
は
、
高
志
ん
何
日
枇
に
北
し
減
患
の
度
合
が
著
し
い
。
代
表
的
な
ん
何
日
枇

と

し

て

、

つ

の

型

に

民

ず

る

U
・
s-
ス
チ
ー
ル
令
一
肌
と
ア
メ
リ
カ
電
話
電
信
入
門
枇
に
つ
い
て
と
れ
を
見
ょ
う
。

と

ぴ)

総
隣
接
研
究



ア
メ
リ
ノ
カ
に
h

引
け
る
株
式
命
口
枇

ω
if1~ 
周

財
務
危
峨
仰
と
被
t
A
は
、
単
な
る
機
長
資
金
の
霞
要
以
上
に
、
銀
行
家
の
カ
の
獲
得
の
愛
要
な
原
因
で
あ
っ
た
。
な
お
、
敏
道
舎
拡
が
一
九
世
紀
の
最
終

問
宇
佐
紀
に
泣
越
せ
る
財
務
危
機
の
多
く
は
、
賢
明
で
な
い
依
り
に
念
漣
な
機
張
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
0

(

。
。
丘
。
P
吉
広
w

匂
℃
一
淫

4
3
3

合
同
、
持
株
舎
一
紋
の
形
成
お
よ
び
一
合
ペ
肢
が
銀
行
に
莫
大
な
佼
務
を
交
っ
て
い
る
相
場
合
に
は
、
一
定
期
間
に
わ
た
り
銀
行
中
部
は
相
合
判
明
度
提
案
と
ポ
認

に
介
入
す
る
よ
う
で
あ
る
o

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
の
介
入
は
、
主
と
し
て
高
級
経
営
執
行
者
そ
の
他
の
役
員
の
任
命
と
財
務
問
題
に
集
中
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

一ず山内
H

W

切開〕・一喝
M

j

一甲山
W

銀
行
家
の
カ
が
泌
勢
な
ん
何
日
放
で
は
、
取
締
役
と
最
高
川
間
後
執
行
殺
の
選
任
際
は
、
金
融
グ
ル
!
プ
の
メ
ン
パ

1

の
子
中
に
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
銀

行
家
グ
ル
ー
プ
が
、
夜
殺
に
梁
務
上
の
決
定
の
形
成
に
介
入
し
た
と
い
う
例
裁
は
ほ
と
ん
ど
な
い
o

C
立
?
七
一
志
)

同例。印吉田
S
F
対
己
日
時
司
田
氏

K
F
5
2山
口
出
・
一
ゆ
い
少
七
七
・
ま
ia吋

(
U
O
M
1
A
H
C
出
w

即日}山{凶
w

匂
一
u
m
y

留品世話明白6iU
・
s-ス
チ
ー
ル
ん
い
け
枇
の
場
合
。
と
の
合
一
肢
に
封
ず
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
力
は
著
し
く
大
で
あ
り
、
と
の
カ
は
財
務
問
題
に
閉
す
る
m
単

な
る
影
梓
以
上
の
も
の
を
立
味
し
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
委
員
合
式
粧
皆
管
引
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
て
、
モ
ル
ガ
ン
は
財
務
委
白
台

と
ゲ
イ
リ
ー
の
主
宰
す
る
経
営
執
行
委
員
合
(
二
年
後
に
廃
止
)
と
乞
設
泣
し
た
。
創
立
蛍
初
の
十
年
間
、

の
主
要
決
定
。
一
事
官
一
上
の
ハ
堅
持
撲
出
荷
で
あ
っ
た
。
ゲ

f
リ
ー
は
し
ば
し
ば
特
に
故
初
の
数
年
間
、

一
九

O
七
年
、

日0-

モ
ル
ガ
ン
は
明
ら
か
に
多
く

仰
い
で
い
た
。

モ
ル
ガ
ン
は

G-w・。ハ
1
キ
ン
ス

モ
ル
ガ
ン
と
協
議
し
か
れ
の
支
持
を

(
モ
ル
ガ
ン
商
合
の
パ
ー
ト
ナ
ー
)
の
後
任
と
し
て
、
グ
イ
ザ

1
友
財

務
委
員
長
に
任
命
し
た
。
同
年
の
テ
ネ
シ
ー
-
コ
ー
ル
・
ア
イ
ア
ン
・
ア
ン
ド
・
レ
イ
ル
ロ
ー
ド
合
従
吋

2
0
g
g
。
。
ロ
グ
阿
円
。
口

河
内
止
さ
誌
の
。
.
の
買
収
は
、

ロ
ロ
0.. 

ゲ
イ
リ
ー
ら
の
反
割
に
も
か
か
わ
ら
や

モ
ル
ガ
ン
に
よ
っ
て
指
令
さ
れ
た
も
心
で
あ
っ
た
。

モ
ル
、
ガ
ン

い可

7
〉
句
、
ト
T
P
A」
ふ
り
ま
、

E
ノ

Y

U
ノ

l

づ

7
J
f
i

同
枇
の
取
締
役
令
と
そ
の
常
任
委
白
人
い
け
に
応
を
占
め
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ル
ガ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。

の
調
誌
は
完
全
に
ず
一

し
か
し
な
が
ら
、

モ
ル
が
ン
と
か
れ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
に
よ
る
松
川
倒
的
に
し
て
夜
汎
な
指
導
も
、

同
枇
の

に
沿
い
で
す
ら
完
全



に
賀
行
さ
れ
た
と
は
い
い
え
な
か
っ
た
。
同
一
位
内
に
必
け
る
指
導
職
能
は
漸
次
モ
ル
ガ
ン
か
ら
グ
イ
リ
ー
に
移
行
し
、
多
く
の
問
題
で
ゲ

イ
F
ー
は
取
締
役
ん
ぼ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
沿
よ
び
他
の
経
替
執
行
者
に
、
自
己
の
意
同
を
指
令
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
も
ち

ろ
ん
モ
ル
ガ
ン
の
明
白
な
暗
黙
の
承
認
な
し
に
平
賀
行
不
可
能
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
同
枇
心
安
定
慎
格
政
策
必
よ
び
競
争
者
と
の
綿
ム
ム

協
定
な
ど
は
明
ら
か
に
ゲ
イ
リ
ー
の
仕
事
に
屈
し
て
い
た
。
一
九
二
七
年
、
ゲ
イ
リ
ー
の
死
去
せ
る
首
時
、
か
れ
は
同
枇
の
支
配
的
人
物

と
な
っ
て
い
た
。
財
務
委
員
合
(
モ
ル
ガ
ン
の
若
干
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
づ
ね
に
メ
ン
バ
ー
で
あ
づ
た
)
は
、
若
干
の
自
主
的
汝
認
職
能
乞

来
し
て
い
た
が

一
般
的
に
は
グ
イ
ザ
ー
の
指
導
に
埠
臨
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
多
く
の
主
要
決
定
、

〈

叩

)

モ
ル
ガ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
間
建
い
な
い
。

と
と
に
財
務
問
題
の
決
定
に
は

一
九
二
七
年
グ
イ
リ
ー
の
死
後
、
同
枇
の
内
部
改
革
が
マ
イ
ロ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
り
な
さ
れ
た
が
、
か
れ
は
明
ら
か
に
そ
ル
ガ
ン
・

グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
譲
住
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
以
後
数
年
間
、
テ
イ
ラ
ー
、

J
・P
-
モ
ル
ガ
ン
(
ゲ
イ
リ
ー
の
死
後
令
長
)
、
ジ
ヱ

1
ム

ス
・
フ
ァ
l
レ
ル
す

5
2
m
.
2
2ロ
(
一
九
一

o
t一
ニ
一
一
年
の
従
長
〉
の
三
頭
政
治
が
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
た
ο

し
か
し
な
が
ら
、
テ
イ

ラ
ー
は
二
十
年
代
末
か
ら
一
九
一
一
一
八
年
の
続
任
ま
で
、
同
ぺ
粧
の
最
高
首
脳
者
で
あ
り
、
同
枇
の
民
汎
な
内
部
改
遣
計
書
一
は
、
か
れ
の
指
導

(
叫
一
)

の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
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テ
イ
ラ
ー
が
退
職
せ
る
さ
い
、

同
枇
の
指
導
を
引
櫨
ぐ
べ
き
三
役
の
謹
住
b
L

誰
が
行
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
れ
ら
の
人
々
の
選

住
が
、
テ
イ
ラ
ー
と
一
人
な
い
し
そ
れ
以
上
の
そ
ル
ガ
ン
系
の
取
締
役
を
ふ
く
む
こ
、
一
一
一
心
影
響
力
あ
る
恥
締
役
と
の
共
同
決
定
で
あ
り
、

おっ

し
か
る
の
ち
取
締
役
脅
全
体
が
多
か
れ
少
な
か
れ
自
動
的
に
と
れ
乞
承
認
し
た
も
の
と
'
推
測
し
う
る
。
一
九
三
八
年
以
降
の
同
一
粧
の
朕
能

は
、
比
較
的
強
力
な
財
務
委
員
会
の
若
干
の
担
否
樫
に
服
す
る
、
経
営
執
行
者
グ
ル
ー
プ
の
節
制
的
指
導
下
に
あ
る
も
の
と
し
て
特
徴
や

け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
業
務
政
策
i
慌
格
政
跡
取
を
ふ
く
む
ー
に
つ
い
て
は
、
経
営
執
行
者
グ
ル
ー
プ
な
か
ん
や
く
壮
一
長
ご
い
恥

高
監
現
校
長
の
立
民
主
E
E
g
R
h込
山
。
口
。
由
。
。
ろ
と
そ
の
主
た
る
部
下
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
と
は
疑
い
な
一
切
過
去
に
沿
け
る
同
枇

経
済
協
ナ
研
究

一ι
/、



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
株
式
命
同
社

ω
ま筑
間

の
銀
行
家
支
配
は
、
創
立
営
初
、

ゲ
イ
リ
ー
の
死
後
h
w

よ
び
順
調
な
経
替
の
持
絞
性
が
阻
害
さ
れ
た
と
き
と
い
っ
た
異
常
な
扶
態
の
場
合

に
の
み
、
顕
在
的
な
も
の
に
特
ヒ
前
面
に
現
わ
れ
て
く
る
。

l品2)131l (30) 世田 I2ro 

。。E
o
p
ヂ向島
J

同

M
-
M
O中

山
ぴ
笛
湖
沼
匂

M
O明
{
凶
口
血
・

日
ず
山
門
一

-
w
M
V
M
O叫・

山

H
V
日
仏
J

ガ・

N
O吋・

口
比
島

w
ガ
}
V
M
O
A山
l
M
O吋・

ア
メ
リ
カ
電
話
電
信
合
枇
の
場
合
。
ア
メ
リ
カ
電
話
電
信
ん
阿
川
社
も
そ
ル
ガ
ン
系
の
ん
M
H

枇
と
し
て
分
類
さ
れ
る
。

年
そ
の
親
令
枇
た
よ
び
子
合
枇
の
新
設
行
設
家
公
募
の
引
交
け
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
乞
主
宰
し
た
。

モ
ル
ガ
ン
商
合
成
、
多

モ
ル
ガ
ン
H
H
フ
ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

一日2-

グ
ル
ー
プ
は
、
一
一
一
分
。
一
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
取
締
役
合
に
席
b
L

占
め
た
。
も
っ
と
も
、
現
在
は
政
府
の
統
制
法
規
!
公
訴
事
業
持
株

令
武
法
ー
に
よ
り
、
取
締
投
合
に
設
雰
の
護
行
引
受
業
者
芝
山
参
加
せ
し
め
一
な
い
政
策
を
と
っ
て
い
る
。
同
枇
の
経
替
は
、
長
年
に
わ
た

り
な
か
ん
や
く
一
九

O
六
年
以
来
、
モ
ル
ガ
ン
刊
日
フ
ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
強
力
な
影
響
下
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

A-mv 

今
日
で
は
指
導
職
能
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
、
同
枇
の
経
営
者
協
加
の
子
市
?
に
あ
る
と
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

と
の
現
象
は
た
そ
ら
く

一
九
二

O
年
た
い
し
一
九
一

O
年、

あ
る
い
は
鰻
向
と
し
て
は
そ
れ
以
前
に
も
さ
か
の
ぼ
り
う
る
も
の
た
の
で
あ
る
。

一
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
支
配
に
服
し
て
い
た
一
合
祉
が
、
新
資
本
の
需
要
。
増
大
と
と
も
に
、
他
の
よ
り
大
怒
る
必
要

資
金
を
供
給
し
う
る
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
支
砲
に
移
動
し
て
い
っ
た
百
例
主
示
す
。
同
祉
の
憾
史
の
初
期
に
沿
い
て
、
新
茨
木
の
必
要
が
持

主
設
の
急
激
な
増
大
を
も
た
ら
し
は
し
た
が
、
同
時
に
ま
た
そ
の
支
配
は
創
業
者
必
よ
び
金
融
上
の
後
援
者
か
ら
、
上
り
践
汎
な
ニ
ュ

1

同
祉
の
Mm
史
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
銀
行
を
ふ
く
む
資
本
家
グ
ル
ー
プ
に
移
行
し
た
。
円
以
大
の
株
主
で
あ
っ
た
ニ
ュ

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
資
本
家
グ
ル
ー
プ



は
住
小
な
持
株
し
か
有
し
な
い
経
営
者
法
に
ま
す
ま
す
指
導
職
能
を
燃
え
た
が
、

そ
の
支
配
的
外
部
関
係
は
一
九

O
O年
宣
後
ま
で
結
い

た。
一
九

O
O年
以
降
、
初
期
の
ベ
ル
の
特
許
樫
の
期
限
満
了
と
濁
立
の
諸
合
枇
の
競
争
激
化
と
に
と
も
な
い
、
同
祉
は
立
案
中
の
鍛
張
計

ハ
MJV

議
一
宇
一
資
現
す
る
た
め
に
は
、
一
二

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
金
融
力
で
は
不
充
分
な
る
を
知
り
、
一
四
肢
の
金
融
援
助
を
紐
育
に
求
め
た
。

0
0年
か
ら
一
九

O
七
年
に
か
け
て
の
間
に
、
種
々
の
金
融
関
係
者
が
電
話
事
業
に
強
力
な
地
位
を
獲
得
せ
ん
と
し
て
い
た
。

ゴL

一
九

O
二

年
に
、

統
育
フ
ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
の
ベ
イ
カ
l
c
'
相
J

H

凶円同市向。刊は、

の
た
め
に
、
同
枇
の
資
質
的
な
妹
式
持
八
万
の
獲
得
に
成
功
し
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
二
人
の
メ
ン
バ
ー
を
取
締
役
合
に
詮
り
と
ん
だ
。
な

必
、
他
の
一
八
は
ず
で
に
取
締
役
と
な
っ
て
い
向
。
そ
の
他
の
銀
行
も
ま
た
向
祉
の
関
係
者
と
な
っ
て
、
そ
の
設
券
議
行
業
務
を
取
扱
わ

(
叩
J

ん
と
し
て
い
た
。

か
れ
自
身
と
他
の
も
の
(
モ
ル
ガ
ン
商
〈
げ
を
ふ
く
む
)

一
九

O
七
年
ま
で
に
は

- 53-

モ
ル
ガ
ン

1
フ
ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
、
同
枇
に
護
一
一
2

同
樺
宇
一
求
め
る
他
の
金
融
関
係
者
に
た

い
し
優
勢
を
示
ナ
に
い
た
っ
た
。
一
九

O
七
年
、
内
部
改
諮
案
を
作
製
す
る
た
め
に
、
取
締
役
か
ら
な
る
委
員
合
が
設
け
ら
れ
、
間
も
な

く
同
委
員
一
合
の
勧
告
案
が
採
持
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
政
長
は
引
退
し
、
経
営
執
行
委
員
(
合
心
構
成
が
詩
史
さ
れ
、
銀
行
家
の
代
表
が
強

化
さ
れ
た
。
新
枇
長
は
一
九

O
一
一
年
以
来
取
締
役
で
あ
り
、
銀
行
家
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
い
た
、

(
討
)

、H，

y
o
a
2
0
〈
弘
山
で
あ
っ
た
。

セ
オ
ド
ア
・
ヴ
ェ
イ
ル

は
増
大
し
、

と
れ
ら
銀
行
家
は
明
ら
か
に
強
力
な
影
響
守
一
九
世
よ
ぽ
し
う
る
地
位
に
る
っ
た
。
取
締
役
A
W
け
に
必
け
る
銀
行
家
の
数

、
ヴ
ェ
イ
ル
ほ
か
れ
の
銀
行
協
力
者
た
ち
と
協
議
し
、
取
締
役
選
任
を
ふ
く
む
各
積
の
問
題
に
そ
の
助
一
一
一
日
中
七
求
め
て
い
た
。
し

か
し
、
ヴ
ェ
イ
ル
の
率
い
る
経
器
執
行
者
グ
ル
ー
プ
は
漸
共
指
導
職
能
を
捨
営
し
、
主
要
な
決
定
も
か
れ
が
行
っ
た
の
ち
、
経
皆
執
行
委

K
M

そ
ら
く
銀
行
関
係
者
が
よ
り
積
極

と
れ
を
事
務
的
に
永
認
す
る
よ
う
に
な
る
に
い
た
っ
た
。
財
務
問
題
で
は
、

一
九

O
七
年
直
後
、

員
A
W
け
と
取
締
役
ん
引
は
ほ

終
浴
場
研
究



ア
メ

η
ノ
カ
に
お
け
る
株
式
合
枇
間

銀
関

ヴ
ェ
イ
ル
の
退
職
に
さ
い
し
て
は
、
か
れ
白
か
ら
後
任
考
乞
選
任
し
た
。
と
の
手
続
は
そ
の
後
心
最
高
経

戸
川
叫

d

皆
執
行
者
に
よ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
た
Q

か
く
て
、
同
枇
の
銀
行
家
支
配
は
、
は
じ
め
の
十
年
間
は
、
買
際
に
強
力
な
影
響
と
若
子
の
和
紙
的
な
指
導
乞
認
め
る
と
と
が
で
き
た

が
、
か
か
る
時
期
は
丁
度
同
社
が
新
資
本
を
切
望
し
て
い
た
描
張
期
と
合
致
す
る
。
と
の
よ
う
な
姿
求
の
漸
減
と
と
も
に
、
銀
行
は
第
一

線
か
ら
次
第
に
退
志
位
、
経
営
執
行
者
グ
ル
ー
プ
は
ま
ず
ま
ず
自
主
的
と
な
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
同
祉
の
そ
の
後
の
経
叫
営
者
唐
も
ま

的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

た
、
銀
行
家
の
影
響
の
い
以
も
強
力
な
時
代
か
ら
結
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
銀
行
家
が
そ
の
一
部
を
な
す
環
境
の
な
か
で
経
営
宏
行
う
自

(

抑

}

主
的
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

(36) (35) (34) 明書部訪問郎副司
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V
M
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M
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N
O
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同
月
》
昨

H
e
H】ゐ

N

一0・

日

げ

日

仏

e
w

句、

M
}
0
・

こ
れ
ら
の
銀
行
の
な
か
に
は
、

な
ど
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

日
開
】
町
内

M
w
匂‘

M
}
?

附
ず
片
山
ピ

}
u
u
-
M
一一
N
i
M
一u
・

日
目
)

r

H

W

M

)

・
日
一
品
a

キ
ッ
ダ
・

1
ピ
1
ポ
ダ
イ
保
広
島
市
司
・
司
自
由
ぴ
O
仏
旬
、
ベ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
同

W
R
Z
m
H
W
3
5
2印
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タ
ー
ン
・
口

l
プ、

銀
行
家
が
各
種
企
業
(
特
に
公
日
食
事
業
と
鈎
道
)
の
第
一
線
か
ら
後
退
せ
る
現
象
は
、
一
一
一
十
年
代
以
降
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、

と
と
か
ら
、
直
ち
に
金
融
グ

λ

l
プ
の
各
種
企
業
か
ら
の
全
面
的
な
後
退
を
決
論
や
け
る
と
と
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
支
配
と

経
替
と
の
分
離
傾
向
は
財
務
事
項
を
除
い
て
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
す
で
に
一
般
化
し
て
き
た
不
可
避
的
な
現
象
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

残
さ
れ
た
財
務
事
項
な
か
ん
や
く
設
ぬ
件
費
行
に
闘
す
る
介
入
も
、
設
山
部
自
体
の
護
行
額
が
結
封
的
に
減
少
し
て
き
た
情
勢
の
も
と
に
あ
っ

と
の



と
の
部
商
か
ら
の
後
退
も
ま
た
や
む
や
《
え
な
い
現
象
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
銀
行
の
後
退
傾
向
が
一
時
的
現
象
で
あ

る
か
ど
う
か
を
別
と
し
て
も
、
「
と
の
影
響
力
の
下
降
傾
向
の
程
度
乞
過
大
観
し
て
は
な
ら
な
い
。
金
融
グ
ル
ー
プ
で
も
種
類
の
設
異
に
よ

て
は
、

っ
て
弱
化
の
桂
皮
は
異
な
る
。
銀
行
沿
よ
び
銀
行
家
は
、
現
在
か
れ
ら
が
か
つ
て
有
し
た
ほ
ど
の
力
を
右
し
な
い
か
も
も
し
れ
な
い
に
し

て
も
、
な
沿
依
然
と
し
て
事
業
指
導
の
議
行
を
制
約
す
る
制
度
的
環
境
の
き
わ
め
て
重
要
な
部
分
乞
形
成
し
て
い
一
討
と
と
、
ま
た
多
く

り
大
合
枇
は
「
そ
の
合
一
肢
が
若
干
の
外
部
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
影
響
さ
れ
H

支
配
さ
れ
μ

て
い
る
と
の
印
象
乞
輿
え
る
と
と
乞
H

貧
困
な
公

衆
関
係
吉
良
吉
富
山
の

B
E
E
F
と
考
ふ
え
る
。
と
と
に
竪
世
間
者
は
H

銀
行
家
文
一
ヂ
の
聾
利
引
を
嫌
悪
す
包
と
と
、
さ
ら
に
ま
た
三
十

年
代
以
降
の
政
府
の
積
々
の
統
制
法
規
に
よ
り
、
銀
行
と
の
関
係
を
表
面
化
す
る
と
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
な
ど
の
諸
事
情

生
も
考
慮
し
唱
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

牲2l性。 (40)

C
C
M
1品
。
ロ
唱
日
刊
)
日
仏
淘

}ω・

M
M
{
・

山ぴ山内山浦桝}問}・
}
M吋
i
}い
ω

由・

銀
行
の
活
動
を
制
限
す
る
た
め
の
統
制
法
規
に
は
、
一
九
一
一
三
年
の
銀
行
法
吉
田
3rsmH
〉
口
件
、
一
九
三
一
一
一
年
の
殺
券
法
∞

sg立注
目
印

krnぺ
一
九
一
一
一

四
年
の
鐙
券
取
引
法
∞
8-也
氏
。
曲
目
白
v
s
m
O
K
H
a、
一
九
一
一
一
五
年
の
公
盆
事
業
持
株
命
日
祉
法

E
g
o
s
g司
容
窓
口
ぬ
C
0
5
3
H
4
k
r
a、
一
九

一
一
一
五
年
の
破
産
法
の
改
正
な
ど
が
あ
る
。
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研
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